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序 文

この報告書は、鹿児島県教育委員会が国道 220号鹿屋バイパス建

設に先だって、昭和60年度から 63年度にかけて実施した榎田下・中

ノ原・中ノ丸・川ノ上・中原山野・前畑遺跡の発掘調査の記録です。

これらの遺跡からは、縄文・弥生時代から中・近世にわたる時期

の遺物・遺構をはじめ、大平洋戦争における掩｛本壕等の戦跡遺構な

ど、地域的特色を示す数多くの遺物・遺構が発見され、多大の成果

を収めました。

本書は、肝属地域の歴史を明らかにするうえで貴重な手掛かりを

提供するものと考えており、地域の歴史的研究や文化財保護のため

に活用していただければ幸いです。

終わりに、この発掘調査に御協力くださった建設省九州建設局大

隅工事事務所や地元の方々に心から感謝いたします。

平成元年 3月

鹿児島県教育委員会

教育長濱里忠宣
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例 戸

1. この報告書は、一般国道 22 0号鹿屋バイパス建設に伴なう大浦・

郷之原地区の発掘調査報告書の第 1分冊「概要編」で、昭和60-63年

度にかけて実施された当該地区の榎田下遺跡・中ノ原遺跡・中ノ丸遺

跡・川ノ上遺跡・中原山野遺跡・前畑遺跡の 6遺跡の調査概要をまと

めたものである。

2. 発掘調査は、建設省九州建設局大隅工事事務所からの受託事業とし

て鹿児島県教育委員会が実施した。

3. 発掘調査報告書は、昭和63年度に第 1分冊「概要編」、第 2分冊「

榎田下遺跡」、第 3分冊「中ノ丸遺跡・川ノ上遺跡」、第 4分冊「中

ノ原遺跡 (I)」を作成し、平成元年度に第 5分冊「中ノ原遺跡 (II

）」、第 6分冊「中原山野遺跡」、第 7分冊「前畑遺跡」、第 8分冊

「西原掩体壕及び誘導路跡」、第 9分冊「総括・分析編」を作成する

予定である。

4. 発掘調査に当たっては、建設省九州建設局大隅工事事務所と鹿屋市

教育委員会や大浦・郷之原地区振興会の協力を得るとともに、奈良国

立文化財研究所遺構調査室長宮本長二郎、鹿児島県文化財保護審議会

委員河口貞徳、南九州古石塔研究会副会長河野治雄、鹿児島大学歯学

部教授小片丘彦、鹿児島大学法文学部教授上村俊雄、鹿児島大学法文

学部助手本田道維、鹿児島玉龍高校教諭成尾英仁の各氏の指導と助言

を得た。

5. 航空写真は、海上自衛隊鹿屋航空基地により撮影・提供されたもの

である。

6. 本書で用いたレベル数値は、すべて海抜高である。

7. 本書「概要編」の執箪は、主として新東があたり、一部を成尾英仁

（第11章第 2節）と前迫亮一（第11章第 5節）が担当した。

8. 本書の編集は、鹿児島県教育庁文化課で行い、新東が担当した。
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第 I章 調査の経過

第 1節調査に至るまでの経過

Hil和53年、建設省九ナト1地方建設局により一般国道 22 0号鹿屋バイパス建設が計画されたこと

に伴ない、鹿児島県教育委員会は、建設省九J、l・I地方建設局大隅工事事務所の依頼を受けて、昭

和54年11月、 t事予定地内の遺跡分布調査を実施した。

その結果、笠ノ原～祓川地区については王子遺跡をはじめ 4遺跡が発見され、昭和56年度か

ら昭和59年度にかけて県教育委貝会によって発掘調在が実施された。

大浦・郷之原地区については、昭利59年 4月、第二次調査として分布調査を実施し、 7地点

の遺物散布地が確認された。

分布調在の結果、 7地点の確認調査が必要となり、建設省大隅工事事務所と鹿児島県教育委

員会との協議に某づき、建設省大隅工事事務所と鹿児島県知事との間で委託契約が結ばれ確認

調在が実施されることとなった。

第 1図 大浦・郷之原地区の散布地
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第 2節確認調査

委託契約に基づき、確認調査は昭和60年4月22日-5月25日に実施した。

1 調査の組織

調査主体者 鹿児島県教育委員会 教育長 山田克穂

調査責任者 鹿児島県教育庁 文化課 課長 桑原一廣

調査企画者 ，，， ，，， 課長補佐 阪口肇

，，， ケ 主幹 中村文夫

，，， ,, 主任文化財研究貝 向山勝貞

調査担当者 ケ ,, 主査 新東晃一

ケ ，， 主事 宮田栄＝

,,. ，， 々 井ノ上秀文

調壺事務担当者 I,, ，， 主幹兼係長 寺圏晃

，，， lj 主究 浜松巌

，，， ,, 主事 川畑由紀子

2 調査の概要

分布調査の結果、確認調壺を必要とする地点は 7地点となり、第 3地点、第 7地点、第 2地

点、第 1地点、第 6地点、第 5地点、第 4地点の順におこなった。調査の概要は、第 1地点→

第7地点の）ii員に記載することにする。

① 基本的な層位

第 1地点から第 7地点の層位は、基本的には下記のとりである。しかし、場所によっては欠

落する層もある。

l層 → 表層（耕作士）

II層 → 黒色有機質土層（土師器包含層と弥生土器包含層）

m層 → 黄褐色粘質パミス混（アカホヤ火山灰Ah)

N層 → 茶黒色粘質土層（縄文時代早期包含層）

V層 → 茶褐色パミス混粘質土層（薩摩火山灰sz p) 

VI層 → 茶褐色粘質土層

Vil層 → 乳白色粘質士層（ヌレシラス）
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② 第 1地点（字川ノ上）の確認調査

第 1地点は、大浦町の西端の南向きの丘陵先端部に位置する。遺跡は、高隈山寄りの平坦地

を中心に丘陵端にまで拡がることが予想された。確認調査は、植栽の関係で南端部分のわずか

な開地部分を行った。 2X4mのトレンチを 2本設定し、いずれも基盤層のVII層までの調査を

行った。しかし、 2つのトレンチについては、出士遺物は確認されなかった。

ただし、第 1地点の丘陵の北側の植林部分については未調査である。また、この部分には、

直径約 4m、高さ約 1.8mの供養塚が所在しており、未調査地域の確認調査と併せて供養塚の

発掘調査を実施する必要がある。

第2図 第 1 地点•第 6 地点のトレンチ配置図

③ 第2地点（字中ノ丸）の確認調査

第2地点は、大浦町南側の広い台地上で、第 1地点の東隣に位置する。この台地の東側の広

い部分に遺物の散布が確認されている。

第 2地点は、東側の丘陵端部から 2X 4 rnのトレンチ 6本を設定した。

1T・2T (トレンチ）は、近世墓とその伴出遺物（古銭・陶磁器類）が出土している。

その下層 (II層）には、弥生時代中期の遺物包含層が存在している。

3Tは、近世と想定される性格不明な集石遺構の検出と陶磁器類が出土している。

4Tは、柱穴遺構が検出されている。柱穴内の埋土から弥生時代中期の遺構と推定される。

5、6Tでは、遺構・遺物は検出されていない。

そのほか、縄文時代後期の土器片や打製石斧片も出土しており、川層上面には縄文時代後期

の遺跡の存在が想定される。 1Tの近世墓付近を除き、いずれも基盤層のW層まで確認した。
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第 3図 第2地点のトレンチ配置図
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広い台地に確認調査トレンチがわず

か6本のため、正確な遺跡の範囲は

掴めないが、近世遺構の拡がりは 4

Tと5Tの間に位置し、弥生時代中

期の遺構の拡がりもほぽ4T-5T

付近までと考えられる。さらに、 5

Tのゴボウ畑は、植栽のため確認調

査は出来なかったが、地表面に異常

こニ:>4 

~~~ 
第4図 第2地点 1Tの平面図・断面図
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第5図第2地点の出土遺物
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第6図第2地点の出土遺物
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な落ち込みがあり、

占墳時代の地下式横

穴等の存在が推定さ

れるため、再度確認

調査が必要である。

第2地点では、 N

層（縄文時代早期包

含層）には遺構・遺

物は確認されなかっ

た。

④ 第 3地点（字

中ノ原）の確認調在

第 3地点は、大浦

町のほぼ中央の台地

に位置する。遺物は

｀ 

第7図 第 2地点 2Tの近世墓平面図・断面図

台地西側の第 2地点に向いた丘陵端部を中心に的場に向かう市道付近まで広く散布している。

確認調在は、この間 200mに、 2X 4 mのトレンチを束側から順に 9本設定した。いずれも、

基盤層のvill曽まで確認した。

1 Tは、川層上面（アカホヤ火山灰層上面）に現存長17cmの磨製石斧をはじめ縄文時代の貝

殻刺突文を特徴とする市来式土器や草野式士器等多数が出土している。

2Tは、 II層上血に内外面に条痕文を施すかなり大きな土器片が出土している。大型の深鉢

の一部である。縄文時代前期の轟式土器の施文に類似しているが、型式名は不明である。 N層

（縄文時代早期包含層）には遺物は出上していない。

, ! '''  
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第 8図 第 3地点のトレンチ配置図

-6-



::e: 

．
 
．
 .o. 

R・ 
．．
 

．
 

• ． ．． 
第 9図 第 3地点 8Tの層位断面図

7 Tは、表層から石鏃が出土し、 11I層からは条痕文士器が出土している。

8Tは、

9 Tは、

縄文時代後期の指宿式土器片が出士しており、縄文時代後期の遺跡の存在も想定される。

⑤
 

第4地点（字前畑） の確認調査

． 

3 Tは、 m層 2Tに酷似する条痕

文土器や刺突文や沈線文などの施さ

れた土器片が出土している。縄文時

代前期から後期の遺跡の存在が想定

される。さらに、 N層には、石坂式

土器に類似した土器片が出土してお

り、縄文時代早期の包含層が確認さ

れた。

4Tは、 II層から弥生時代中期の

土器片や古墳時代の須恵器片が出土

している。 5 Tは、 II層と 11I層上

面から土器細片が出土している。

6 Tは、 11層と m層上面から遺物

が出土している。弥生時代中期の壺

の底部や縄文時代後期の網代底など

である。

II層および1lI層上面から条痕文の土器片が出土している。

II層中から土師器片と弥生時代中期の土器片が出土している。さらに、表層からは

第4地点は、郷之原地区の平坦な台地のほぽ中央部に位置する。分布調査ではわずかな遺物

が散布していたところである。ほぼ中央部に、 2 X 4 Illのトレンチを 1本設定したところ、平

桁式土器や塞ノ神式土器などの包含層の中心部と思える層を確認した。縄文時代早期の大遺跡

が想定され、再度、遺跡の拡がりを知るための確認調査が必要である。

。
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第10図 第 4地点のトレンチ配置図
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第11図第 4地点 1Tの平面図・ 断面図 第12図 第 4地点の出土遺物

⑥ 第5地点（字中原山野）の確認調介

第 5地点は、第 4地点の東側の平坦地に位置する。第 4地点の字前畑とは県道西原～郷之原

線で区分され第 5地点は字中原山野となるが、これは現在の字区分であり遺跡は一括すること

もできる。

LJl JU 
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第13図 第 5地点のトレンチ配置図

わずかな遺物が散布していた近辺に 2X 4 mのトレンチを設定したところ、 Il層に lf'J・ の土

器片が確認された。第 5地点は、本来の散布地は植栽のためトレンチを設定出来なかった。地

形的にも第 4地点の延長部分であることから確認調査が必要である。

⑦ 第6地点の確認調査

第6地点は、第 5地点と第 1地点に挟まれた谷部（通称西迫）に位憤する。表層下、直ちに

--8 -
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砂礫層に達する。散

布遺物は流堆積した

ものと推定され、河

川の氾濫地と思われ

る。

⑧ 第7地点（字

中ノ原）の確認調査

第7地点は、第 3

地点の東側で、第 3

地点の平坦地の東側 第14図第7地点の層位断面図

の浅い凹部分に位置する。表層下に 1片の土器片が出土したが、層の形状より流堆積の可能性

が強い。西側の第 3地点の遺跡の東端部と考えられる。

3 確認調査のまとめ

今回の調査は、確認調査であり遺跡の性格については充分に把握することはできなかったが、

各トレンチの包含層の状態や出土遺物など多くの資料を得ることができた。ここで今回の発掘

調査をまとめてみると次のとおりである。

第2地点は、近肌と弥生時代中期の文化層の存在が確認された。このほか、縄文時代後期の

遺物も出土している。近世のものとしては、長楕円形の近憔墓、性格不明の集石遺構、古銭、陶

磁器類が出土した。また、周辺（用地外）には供養塚も存在しておるところから近世墓群が発

見される可能性もある。さらに、 II層の黒色有機質土層中には弥生時代中期の山ノロ式系士器

片や同期相当の柱穴遺構が検出されており、弥生時代中期の集落の一端が検出される可能性も

ある。

第3地点は、広い範囲に文化層が確認されている。 4・9トレンチ（以下T) では、士師器

や須恵器のほか弥生時代中期の土器片も出土している。縄文時代後期に相当する川層上面には、

設定した各トレンチから遺物が出土している。 1Tには市来式土器・草野式土器が出土し、 2

T・3T・7T・8Tからは条痕文土器が、 6Tからは網代底などが出土している。条痕文士

器は縄文時代前期の可能性もあるが、そのほかは縄文時代後期のものが主である。さらに、 3

Tでは、 N層中より石坂式土器類似の土器が出土している。 3Tを中心に、縄文時代早期の文

化層が確認される可能性が強い。

第4地点は、 1本のトレンチで平桁式土器包含層のほぼ中心部にあたっている。第 3地点の

3T同様、縄文時代早期の大遺跡の存在が想定される。

以上のように、今回の確認調在では、近世から縄文時代早期まで幅広い時期の遺構・遺物が
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確認されている。これらは、確認調査の成果であり、その実態は、本調査において判明するも

のである。

4 今後の処置

① 第 1地点のトレンチ設定部分については、遺跡の存在する可能性は薄い。しかし、北側の

杉植林部分についての確認調査が残っている。併せて、その中央に所在する供養塚の調査も

必要である。

② 第2地点における、近世墓および弥生時代の遺跡の拡がりは、 4T-5Tまでの間に位置

している。この間は、本調査が必要である。また、 5Tの東側のゴボウ畑部分については未

確認のため、確認調査が必要である。

③ 第3地点は、確認調査の範囲内の全トレンチから縄文時代後期を中心に多数の遺物が出土

している。本調査が必要な区域である。さらに、 1Tから東側の区域では遺跡の範囲の確認

するための調査が必要である。

④ 第4地点は、 1Tを中心に東西区域への範囲確認の調査が必要である。

⑤ 第5地点は、第 4地点の遺跡の延長と考えられ、第4地点から第 5地点の間の確認調査が

必要である。

⑥ 第6地点は、確認調査の結果、遺跡の存在は薄い。

⑦ 第7地点は、確認調査の結果、谷底部にあたり、流堆積した遺物が発見されている。これ

らの遺物は、西・北の微高地からの流堆積が考えられる。したがって、第 3地点から当該地

点までの遺跡範囲の確認調査が必要である。

⑧ このほかには、第 7地点の東側丘陵の芝生生産畑地内に遺物の散布がみられた。この地域

は、新たな地点（第 8地点）として確認調査が必要である。
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第 3節 調査の組織

発掘調査は、建設省九州建設局大隅工事事務所と鹿児島県知事との委託契約に則り、鹿児島

県教育委貝会が担当した。調査の組織は次の通りである。

調究主体者 鹿児島県教育委員会 教育長 山田 克穂（昭和60年度 ・61年度）

，， // 演里患宜（昭和62年度 ・63年度）

調杏責任者 鹿児島県教育庁 文化課 課長 桑原 廣（昭和60年度 ・61年度）

,,. ，， 古井浩一（昭和62年度 ・63年度）

調壺企画者 ,, 課長補佐 阪口肇 （昭和60年度）

,, ，， 川畑栄造（昭和61年度 ・62年度）

,,,. ケ 奥園義則（昭和63年度）

，，， 主幹 中村文夫（昭和60年度 ・61年度）

,, ,, 
森旧斎 （昭和62年度）

,,. ,, 立園多賀生（昭和63年度）

，，， 主任文化財研究員 向山勝貞（昭和60年度）
l 

~ 主任文化財研究貝兼

埋蔵文化財係長 立園多賀生（昭和61年度 ・62年度）

,,. 文化財研究員兼

埋蔵文化財係長 吉元正幸（昭和63年度）

調査担当者 ，' 主査 新東晃ー（昭和60年度-63年度）

,, 主事 井ノ上秀文（昭和60年度）

，， ,,. 宮田栄二（昭和60年度）

，，， 文化財調介員 前迫亮一（昭和60年度-62年度）

,,. ，， 上田耕 （昭和61年度）

,, ~ 山畑泰子（昭和62年度）

,, ,, 梅北浩一（昭和63年度）

ケ ，， 八木沢一郎（昭和63年度）

，， ，， 中村和美（昭和63年度）

調壺事務担当者 ,, 主幹兼管理係長 寺園晃 （昭和60年度）

,, 企画助成係長 浜松巌 （昭和61年度 ・62年度）

，， ,, 京田 秀允（昭和63年度）

,, 主在 浜松巌 （昭和60年度）

,, ,, 京田 秀允（昭和61年度 ・62年度）

，， ，， 平山章 （昭和63年度）
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調壺事務担当者 鹿児島県教育委員会文化課主事 田中 孝子（昭和60年度）

，，， ケ 川畑由紀子（昭和61年度 ・62年度）

ケ ，，， 植木園均（昭和62年度）

，， ，， 末永郁代（昭和63年度）

調在指導者 奈良国立文化財研究所遺構調査室長 宮本長二郎（第落遺構）

鹿児島県文化財保護審議会委員 河口 貞徳（考古学）

南九1+1古石塔研究会副会長 河野治雄（古石塔）

鹿児島大学歯学部教授 小片丘彦（人類学）

鹿児島大学法文学部教授 上村俊雄（考古学）

鹿児島大学法文学部助手 本田 道輝（考古学）

鹿児島玉龍高校教諭 成尾英仁（地質学）

尚、調杏中、次の方々から指導助口を頂いた。記して感謝の意を表したい。（敬称略）川路

則友・峰和治・山本美代子• 岡元満子（鹿児島大学歯学部）渡辺誠（名古屋大学助教授）泉拓

良（余良大学助教授）新田栄治（鹿児島大学助教授）宮本一夫（愛緩大学助教授）西健一郎

（九州大学助手）中村應（北谷町教育委員会）岸本義彦• 島袋 洋（沖縄県教育委員会）松永

幸男・ 坪根伸也（鹿児島大学）瀬戸口望（志布志町文化財保護審議会委員）米元史郎（志布志

町教育委員会）雨宮瑞生・金貞姫（筑波大学大学院）松園政男（鹿児島県考占学会員）肖崎和

憲・弥栄久志（霧島青年の家） ・峰崎幸消・鈴木順一（国分市教育委貝会）中島哲郎・長谷川

JIil-(川内市歴史資料館）松下重信（鹿児島県考古学会貝）

工事主休者 建設省九州建設局大隅工市事務所所長 吉田 三郎（昭和60年度-62年度）

ケ ，，， 板垣治 （昭和63年度）

3/ 副所長 藤原栄古郎（昭和60年度）

，' ，，， 上山 秋男（昭和61年度-63年度）

，，， 課長 内田昇 （昭和60年度 ・61年度）

'l ,,. 炉木威 （昭和62年度 ・63年度）

ケ 道路調査係長 江崎嘉男（昭和60年度）

，，， ，，， 富安文夫（昭和61年度 ・62年度）

-1- /,, 山崎千昭（昭和63年度）

，，， 主任 丸久哲郎（昭和63年度）

，， 技師 古川 丈次（昭和60年度 ・61年度）

，，， ,, 丸久哲郎（昭和62年度）
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一般国道22oi;鹿桓バイパス大浦・郷之原地区坪蔵文化財包蔵地の発掘調査は、 下記の業務委

託嬰約舟及び発掘調査委北哭約内に則り実施した 0

［昭和60年度確認調査】

業務委託契約書

1 . 委託業務の名称

一般困道220砂鹿屋バイパ人大浦・郷之原地区埋蔵文化財包蔵地の確認調査

2. 発掘調査場所

鹿児島県鹿屋市大浦町地先～郷之原町地先

3. 委託期間

昭和60年4月15日～昭和60年7月31El

4. 委託金額

¥2, 700, 000-

頭内の委託業務について、委託者 分任支出負担行粘担当官 九州地方建設局 大

隅工事事務所長 占EH::_郎を甲とし、受託者 鹿児島県知市鎌田要人を乙とし、次

の条項により委託契約在締結する a

総則

第 1条 乙は、別紙確認調査社両内に桔づぎ、頭内の委託金額をもって頭書の委託業務

を完了しなければならない。

業務内容の変更等

第 2条 甲又は乙の都合により、委託期間を延長し、若しくは確認調査計画を変更し、

又は闊査を中止するとぎ 1よ、甲乙協液して書面によりこれを定める。

事務処理

第 3条 乙は、委託契約締結後遅滞なく作業予定表及び資金計画書を作成し、甲に提出

しなければならない。

第4条 乙は、第 3条の資金計画苫に雄づき概算払を甲に請求することができる。

2. 甲は、前項の請求があった時は、受理した日から 30H以内に支払わなければな

ならない。

第 5条 確認調査に関する文化財煤護法及び遺失物法穿に関する諸手続羨については、

乙が代行するものとする。

第 6条 甲は、必要と認めるときは、乙に対し委託業務の処理状況について調査し、又

は報告苔及び作菜調査 H誌の提出を求めることができる。

2. 乙は、甲が期限を指定して中間報吉を求めたときぱ、これに応じなければなら
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ない。

4. 乙は、確認調査の実施にあたり作業箇所に作業表旗をかかげ確認調査関係者に

は腕章等を着用させなければならない。

5 . 乙は、委託業務が完了したとぎはすみやかに完了届を提出しなければならない。

第 7条 この契約に碁づく経費の支出、その他関係書類の作成事務取扱は、甲が特に指

定しない限り乙本来の事務取扱に準じて処理するものとする。

精算

第 8条 乙は、委託業務が完了したとぎは、この契約に係る精算書を作成して甲に提出

する。

2. 乙は、精算の結果甲の納入済金額に残額を生じた場合はすみやかにこれを甲に

返還する。

3. 乙がこの契約により取得した物件のうち残存物件等は甲に帰属するものとする。

履行遅滞の場合における延滞金

第 9条 乙の責に帰する事由により委託期間内に委託業務を完了することができない場

合においては、甲は延滞金として委託金額に期間満了日の翌日から起算し完了日ま

での遅滞日数に応じ、年8.25%の割合で計算した金額を徴収することができる。

その他

2. 甲の責に帰する事由により、第 4条の規定による委託料の支払が遅れた場合に

は、乙は甲に対して年8.25%の割合で遅延利息の支払を請求することがでぎる。

第10条 この契約に疑義を生じた事項又は規定していない事項については、必要に応じ

て甲乙協議して定める。

上記契約の証として本書 2通を作成し、甲乙記名押印のうえ各自 1通を保有する。

昭和60年4月15日

甲 鹿児島県肝属郡高山町新富1013-1 

分任支出負担行為担当官 九州地方建設局

大隅工事事務所長 吉田二郎

乙 鹿児島県山下町14番50号

鹿児島県知事 鎌田要人
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【昭和60年度発掘調査】

発掘調査委託契約書

1 . 委託事務の名称 一般固道220号鹿屋バイパス大浦地区埋蔵文化財発掘調査

2. 発掘調査場所鹿児島県鹿尾市大浦町地先

3. 委託期間昭和60年10月 4日から

昭和61年 3月31日まで

4. 委託金額 ¥20,000,000円

上記事務について、委託者支出負担行為担当官大隅工事事務所長吉田—:_郎を甲とし、

受託者鹿児島県知事鎌田要人を乙として次の条項により委託奨約を締結する。

第 1条 甲は、頭書の発掘調査を頭書の金額の範囲及び期間をもって、乙に委託するもの

とする。

第 2条 甲又は乙の都合により、発掘調査の計画を変更し又は中止するとぎは、事前に協

議して定めるものとする。

第 3条 乙は、委託契約締結後、遅滞なく作業日程表及び資金使用計画書を作成し、甲に

提出しなければならない。

第 4条 乙は、前条の資金使用計画書に基づぎ、発掘調査の実施に必要な費用の概算払を

甲に請求することができるものとする。

2 甲は、前条の請求のあったときは発掘調査の進捗状況を勘案して、請求内を受理

した日から 30日以内に所定の額を乙に支払うものとする。

第 5条 甲は、必要と認めるときは、発掘調査の処理状況について調査し、又は報告書及

び作業日誌の提出を求めることができるものとする。

2 乙は、発掘調査が完了したとぎは、すみやかに発掘調査の実施結果に基づく報告

書及び費用精算調書を作成し、甲に提出しなければならない。

第 6条 乙がこの委託契約に基づぎ甲の費用をもって取得した購入物件等は、すべて甲に

帰属するものとする。

第 7条 発掘調査に関する文化財保護法及び遺失物法等にかんする諸手続については、乙

が代行するものとする。

2 甲は、発掘され又は発見された埋蔵文化財に関する甲の権利を放棄するものとす

る。

第 8条 この契約にかかる会計法令上の処理については、すべて国の会計法令の規定に基

づく外、建設省所管会計事務取扱い規定及び九州地方建設局会計事務取扱細則に定め

るところにより行うものとする。

第 9条 この契約に変更又は疑義が生じた時は、甲乙協壌して定めるものとする。

上記契約の証として、本書 2通を作成し、甲乙記名押印の上、各自 l通を保有する。

昭和60年10月4日

鹿児島県肝属郡高山町新富1013-1

甲 委託者 分任支出負担行為担当官

建設省大隅工事事務所長吉田 三郎

鹿児島市山下町14番50号

乙受託者鹿児島県知県 鎌田要人
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（昭和61年度発掘調査】

発掘調査委託契約書

1 . 委託事務の名称 一般国道220号鹿冗バイパス大浦・郷之原地区坪蔵文化財発掘調査

2. 発掘調査場所 鹿児島県鹿屋市大浦町～郷之原町地先

3. 委託期問昭和61年 4月5日から

昭和fi2年3月30日まで

4. 委託金額 ¥43,950,000円

上記事務について、委託者支出負担行為担打官大隅工事事務所長吉田二郎を甲とし、

受託者鹿児島県知事鎌田要人を乙として次の条項により委託嬰約を締結する。

第 1条 甲は、頭書の発掘調査を頭内の金額の範囲及び期問をもって、乙に委託するもの

とする(;

第 2条 甲又は乙の都合により、発掘調査の計画を変更し又は中止するときは、事前に協

墳して定めるものとする。

第 3条 乙は、委託喫約締結後、遅滞なく作業日程表及び資令使用計画内を作成し、甲に

提出しなければならない。

第 4条 乙は、前条の資金使用計画書に某づ蓋、発掘調査の実施に必要な費用の概算払を

甲に請求することができるものとする。

2 甲は、前条の請求のあったときは発掘調査の進捗状況を勘案して、請求内を受理

した日から39日以内に所定の額を乙に支払うものとする。

第 5条 甲は、必要と認めるときは、発掘調査の処理状況について調査し、又は報告円及

び作業日誌の提出を求めることができるものとする。

2 乙は、発掘調査が完了したときは、すみやかに発掘調査の実施結果に某づく報告

書及び費用精算調書を作成し、甲に提出しなければならない。

第 6条 乙がこの委託契約に基づき甲の費用をもって取得した購入物件等は、すべて甲に

帰属するものとする。

第 7条 発掘調査に関する文化財保護法及び遺失物法等に関する諸手続については、乙が

代行するものとする。

2 甲は、発掘され又は発見された埋蔵文化財に関する甲の権利を放棄するものとす

る。

第 8条 ごの契約にかかる会計法令上の処理については、すへて国の会計法令の規定に桔

づく外、建設省所管会計事務取扱い規定及び九J小l地方建設局会計事務取扱細則に定め

るところにより行うものとする。

第 9条 この契約に変更又は疑義が生じた時は、甲乙協議して定めるものとする。

上記契約の証として、本書 2通を作成し、甲乙記名押印の上、各自 1通を保有する。

昭和61年4月5日

甲 委託者分任支出負担行為担％官

建設省大隅工事事務所長 吉田 ―二．郎

乙受託者鹿児島県知事 鎌田要人
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【昭和62年度発掘調査】

発掘委託契約書

1 . 委託事務の名称 一般国道220号鹿屋バイパス郷之原・白水地区埋蔵文化財発掘調査

2. 発掘調査場所 鹿児島県鹿屋市郷之原町～白水町地先

3. 委託期間昭和62年 4月 3日から

昭利63年3月30日まで

4. 委託金額 ¥40,850,000円

上記事務について、委託者支出負担行為担当官大隅工事事務所長吉田二郎を甲とし、

受託者鹿児島県知事鎌田要人を乙として次の条項により委託契約を締結する。

第 1条 甲は、頭書の発掘調査を頭書の金額の範囲及び期間をもって、乙に委託するもの

とする。

第 2条 甲又は乙の都合により、発掘調査の計画を変更し又は中止するときは、事前に協

議して定めるものとする。

第 3条 乙は、委託契約締結後、遅滞なく作業日程表及び資金使用計画書を作成し、甲に

提出しなければならない。

第 4条 乙は、前条の資金使用計画書に甚づぎ、発掘調査の実施に必要な費用の概算払を

甲に請求することができるものとする。

2 甲は、前条の請求のあったときは発掘調査の進捗状況を勘案して、請求書を受理

した日から 30日以内に所定の額を乙に支払うものとする。

第 5条 甲は、必要と認めるとぎは、発掘調査の処理状況について調査し、又は報告書及

び作業日誌の提出を求めることがでぎるものとする。

2 乙は、発掘調査が完了したときは、すみやかに発掘調査の実施結果に甚づく報告

害及び費用精算調書を作成し、甲に提出しなければならない。

第 6条 乙がこの委託契約に基づき甲の費用をもって取得した購入物件等は、すべて甲に

帰属するものとする。

第 7条 発掘調査に関する文化財保護法及び遺失物法等に関する諸手続については、乙が

代行するものとする。

2 甲は、発掘され又は発見された埋蔵文化財に関する甲の権利を放棄するものとす

る。

第 8条 この契約にかかる会計法令上の処理については、すべて国の会計法令の規定に基

づく外、建設省所管会計事務取扱い規定及び九州地方建設局会計事務取扱細則に定め

るところにより行うものとする。

第 9条 この契約に変更又は疑義が生じた時は、甲乙協議して定めるものとする。

上記契約の証として、本書 2通を作成し、甲乙記名押印の上、各自 1通を保有する。

昭和62年4月3日

甲 委託者 分任支出負担行為担当官

建設省大隅工事事務所長吉田 三郎

乙受託者鹿児島県知事 鎌田要人
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［昭和63年度発掘調査l

発掘委託契約書

1 . 委託事務の名称 一般困道220号鹿屋バイパス郷之原、白水地区埋蔵文化財発掘調査

2. 発掘調査場所 鹿児島県鹿屋市郷之原町地先～白水町地先

3. 委託 期間昭和63年 4月 7日から

昭和64年3月30日まで

4. 委託金額 ¥79,920,000円

上記事務について、委託者分任支出負担行為担当官大隅工事事務所長吉田三郎を甲と

し、受託者鹿児島県知事鎌田要人を乙として次の条項により委託契約を締結する。

第 1条 甲は、頭書の発掘調査を頭書の金額の範囲及び期間をもって、乙に委託するもの

とする。

第 2条 甲又は乙の都合により、発掘調査の計画を変更し又は中止するとぎは、事前に協

議して定めるものとする。

第 3条 乙は、委託契約締結後、遅滞なく作業日程表及び資金使用計画書を作成し、甲に

提出しなければならない。

第 4条 乙は、前条の資金使用計画書に甚づき、発掘調査の実施に必要な費用の概算払を

甲に請求することがでぎるものとする。

2 甲は、前条の請求のあったときは発掘調査の進捗状況を勘案して、請求書を受理

した日から30日以内に所定の額を乙に支払うものとする。

第 5条 甲は、必要と認めるときは、発掘調査の処理状況について調査し、又は報告書及

び作業日誌の提出を求めることがでぎるものとする。

2 乙は、発掘調査が完了したときは、すみやかに発掘調査の実施結果に基づく報告

書及び費用精算調書を作成し、甲に提出しなければならない。

第 6条 乙がこの委託契約に基づき甲の費用をもって取得した購入物件等は、すべて甲に

帰属するものとする。

第 7条 発掘調査に関する文化財保護法及び遺失物法等にかんする諸手続については、乙

が代行するものとする。

2 甲は、発掘され又は発見された埋蔵文化財に関する甲の権利を放葉するものとする。

第 8条 この契約にかかる会計法令上の処理については、すべて国の会計法令の規定に甚

づく外、建設省所管会計事務取扱い規定及び九州地方建設局会計事務取扱細則に定め

るところにより行うものとする。

第 9条 この契約に変更又は疑義が生じた時は、甲乙協議して定めるものとする。

第10条 発掘調査期間中、乙は、発掘地域内全般の安全確保に努めるものとする。

上記契約の証として、本書 2通を作成し、甲乙記名押印の上、各自 1通を保有する。

昭和63年4月7日

甲 委託者 分任支出負担行為担当官

建設省大隅工事事務所長吉田 三郎

乙受託者鹿児島県知事 鎌田要人
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第 4節調査の方法と経過

確認調査の結果、遺跡の存在が確認されて本調介を実施することとなった。本調査は、建設

省九州建設局大隅工事事務所と鹿児島県知事との間で委北契約が締結され、昭和60年度10月以

降に実施する運びとなった。

その後、調査の実施については、建設省九州建設局大隅丁事事務所と鹿児島県教育委員会の

間で協議を行い年次ごとに実施することとなった。

本調介は、確認調壺が散布地点の遺跡の有無を確認するだけに留めたので、建設予定地内の

遺跡の範囲を限定する調査（二次確認調在）を実施しながら全面発掘調壺に移るという方法で

行った。さらに、工事が長期を要する橋梁部分などについては、その部分を先行して本調杏を

実施することとした。

一般国道 22 0号鹿屋バイパス道路は、高隈山地から南方向にのびる遺跡の立地する台地に

対してほぽ東西方向から横切る叶圃である。各遺跡の調査ではこのバイパス道路の中心杭の二

点を使用して調査区画を設定したc 中心杭の三点は各遺跡によって異なるが、遺跡の範囲を走

るバイパス道路がほぼ直線であることにもよる。また、中心杭を調査区画の主袖（基準）に成

定したのは、この中心杭より南側か、今回バイパス工事が計画されている部分であり今回の調

査対象地でもあるためである。なお、この中心杭より北側は緑地帯が計画され、今回のバイパ

ス工事からは除外されている。また、川ノ上遺跡については、遺跡の性格上、調杏区画（グリ

ッド）の設定は上記の方法とは別にした。調査区画（グリッド）は、中心杭の二点を主軸に調

杏対象区間を10mX}Omのグリノドに分割した。そして各遺跡の立地のうえから東側から或は

西側から道路進行方向に向かって 1区-10区とし、南側から北側へA区-D区としたc 従って

場所の指定は、 B5区等というかたちとなる。

各遺跡の年次ごとの調究の手順と経過は、以下のとおりである。

【昭和60年度の調査】

〈中ノ原遺跡の発掘調査》 昭和60年10月 7日～昭和61年 3月17日

10月は、発掘調壺の準備および調在の開始。調杏事務所等を建設し、伐採作業と調杏区の設

定を行い、橋梁部分に関係する 7区以西の調査を手掛けた。表土下には中世の包含層と弥牛時

代の包含層が存在するが、区域によっては残存度の濃淡がある。 D7区には早くも弥牛時代に

該当する竪穴住屈址等の遺構が検出され中世・弥生時代・縄文時代の遺物等が出土。遺構の検

出と A-C7区以西の表土剥ぎ作業を中心に行う。

11月は、表土剥ぎ作業を継続しながら、遺構検出を並行して行う。新たに C1区-C3区に

かけての谷の凹地の調究にも人る。この部分は上の台地の遺物が流堆積した状態で弥生時代の

遺物が集中する。中軋の溝状遺構等の検出作業が続く。端部の遺構・遺物の少ないところは処

理を終え、下層確認のトレンチを設定し、断面図を作成する。
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12月は、 F7区以西端部の残り部分の伐採作業や表土剥ぎ作業等を行い調査区全体の調整に

つとめる。また、一方では、縄文時代後期の遺構・遺物の検出作業、実測作業等と並行して遺

物の取り上げ処理等を行う。 24日、河口貞徳県文化財保護審議会委員の発掘調介指導。 27日で

年末の作業は終了。

昭和61年 1月は、 6日から作業開始。前日からの大雪のため午前中は発掘調査は中止。 C 1 

区・ C2区付近の谷部の遺物包含層は、大量に遺物が出土し作業難行。 D7区の竪穴住居址

(1号）の掘り下げ開始。 C5区-D5区にかけて掘立柱建物跡検出。時期は中冊。 2間X4

間の間取り。他の調究区は縄文時代後期の検出作業。住居址や掘立柱建物跡等の遺構の調査は

少人数で行うため、他の多くは D14区-16区の表土剥ぎ作業に入る。

2月は 1号住居址掘り下げ続行。消失家屋で炭化木多量検出のため作業難行。 C5区、 C・

D 6区など縄文時代後期層まで終了した部分については、下層確認のため深掘り作業。 12日か

ら2パーティに分かれ中ノ丸遺跡も調査にかかる。住居址 1号を中心に D7区以西の仕上げ。

15日にG2区に花弁状の間仕切りをもつ円形住居址検出。 21日、 F2区に縄文時代晩期住居址

検出。

3月は、弥生時代住居址 (3甚）および縄文時代住居址の発掘作業に終始。各住居址の実測・

清掃・写真撮影作業。 4日、河口県文化財保護審議会委員の発掘調査指導。 17日、橋梁建設に

係わる部分の中ノ原遺跡の調在終了。

《中ノ丸遺跡の発掘調査》 昭和61年 2月12日～昭和61年3月17日

昭和61年 2月3日に杭打ちグリッド設定作業。 12日から作業開始。 B3区付近の伐採作業と

B 4区 ・B5区の表土条1Jぎ作業開始。 B4区に近泄集石遺構を検出。 14日、 B6区 ・B7区付

近に弥生時代の住居址検出。 20日、 B9区に弥生時代の張り出しを持つ住居址検出。 27日、円

形周溝を検出。各遺構の各段階の作業に終始。

3月は、 B7区の近枇の集石遺構の実測開始。他は、住居址の 1号から 3号の掘り下げ及び

実測作業。 4日、河口県文化財保護審議会委員の発掘調査指導。 11日、円形周溝 1号・ 2号の

清掃・写真・実測作業。 B6区-B8区の北側の遺構の無い部分の深掘り作業。 14日、断面実

測。 15日、遺構全体の清掃及び写真撮影。弥生時代住居址 1号-3号の実測終了。清掃後、写

真撮影。中ノ丸遺跡の本年度の発掘調査は終了。

【昭和61年度の調査）

〈榎田下遺跡の発掘調査》 昭和61年 5月 7B-6月24日

5月は、発掘調査の準備および調査の開始。調査事務所等を設置し、伐採作業と調査区の設

定を行い確認調査の実施。確認調査の結果、 A-B1-3区の間に包含層が確認される。 15日

以降この区間の本調査に入る。 5月25日（日）中ノ原遺跡において『古代史探訪』を開催。 5

月末は雨のため調査が難行。トレンチ畦（断面実測用）が数力所崩壊。表土直下から縄文時代

後期該当土器と多量の黒耀石鏃・石片出土。遺物検出作業後、写頁撮影、実測、遺物取り上げ
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作業続行。

6月は、包含層下面から集石遺構 6墓検出。検出作業後、写真撮影、実測作業にかかる。 11

日、曾於郡・肝属郡文化担当者会の遺跡見学。検出面の層から条痕文系及び隆帯文系土器等の

縄文時代前期該当土器が出土する。さらに、アカホヤ火山灰層下に縄文時代早期の遺物が若干

出土。深掘り作業を行い、層位断面図作成。深掘りの一部と断面実測の一部を残して次の中ノ

原遺跡へ移動。榎田下遺跡は発掘調壺終了。

《中ノ原遺跡の発掘調査》昭和61年 6月23日-7月17日、 10月3日～昭和62年 3月 4日

6月23日から第 7地点（後に中ノ原遺跡に含まれた）の確認調査に入る。 D25区-D29区は

東側の確認トレンチ調究を開始。 6月末まで確認調査続行。

7月は、それ以東の30区-44区は、台地が盛土のため盛土を重機で旧耕作土まで排土し、東

西方向に 5m毎にトレンチ設定。この部分には遺構・遺物は検出されず。これで第 7地点つま

り中ノ原遺跡の東端は D29区までと確認される。統いて昭和60年度の延長部の調査に入る。 F

5 区 -F7 区の元事務所付近に入る。—--日毎に悪天候のため足場の良い 810区以東の表土剥ぎ

を並行して進める。 F6区、 F7区に掘立柱建物跡を検出。 17日、中ノ丸遺跡の調究を急ぐた

め中ノ原遺跡の発掘調査を一次中断。

10月3日から再び中ノ原遺跡の発掘調査開始。東端の29区-24区付近と D6区・ F7区付近

の掘立柱建物跡の調査に分かれて人る。 D24区付近は縄文時代後期該当土器出土。 258、高校

歴史部会の中ノ原遺跡の現地巡検。縄文時代後期層の検出・写真撮影・実測終了後、遺物取り

上げ作業。終了地点は深掘りトレンチで下層確認調査。

11月は、 1週がD29区-D24区付近の深掘り作業続行。縄文時代早期該当層には、遺物は確

認されない。 D23区-D20区の表土剥ぎから後期包含層掘り下げ作業に入る。続いて D18区・

D 19区に入る。順次縄文時代後期蝕含層の掘り下げ作業続行。

12月は、 CD8区以東と CD17区以西の両方から弥生時代包含層と縄文時代後期包含層の検

出作業継続。 CD12区-CD13区付近には弥生土器もかなり出土。包含層の処理の済んだとこ

ろは順次下層確認の深掘りトレンチ掘り下げを実施。 26日で年末は終了。

1月は、 68から調究開始。 DCl2区 ・DC13区付近で市来式土器が多鑓出土。 18日、 DC

10区付近にほほ一個体分の縄文時代晩期士器の集中する箇所検出。 22日、 DCl8区-DCl9区

の深掘りトレンチで縄文時代早期包含層検出。早期包含層の平面調査開始。貝殻文系円筒土器

が二個休分程度出土。

2月は、 DC9区-DCl4区にかけて後期包含層の掘り下げ作業と実測作業継続。 EF 6区

-EF7区付近の掘立柱建物跡の再検出とその周辺の検出作業。 F6区に弥生士器完形品の出

土。掘立柱建物跡の柱穴から土帥器の完形品出土。写真・実測。 DC7区の住居址 1号の切断と

その下層の調査。この付近は取り付け道路が入るため現道路下も調査に入る。

3月は、 DE6区-DE7区のアカホヤ火山灰下層に縄文時代早期包含層を検出。平面調査
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を開始。土器の細片が出土。最後の深掘りトレンチの実測作業。中ノ原遺跡の調壺終了。

《川ノ上遺跡の発掘調査》 昭和61年 9月16日-10月15日

川ノ上遺跡の調査は、中ノ原遺跡から二班に分かれて並行して行う。

9月は、 16日から供養塚周辺の伐採及び清掃作業を行い、発掘調究前の写真撮影。供養塚を

中心にグリ、J ドの杭打ち。供養塚の平面測量。トレンチ掘り下げ作業。供養塚の墳丘の掘り下

作業開始。墳丘掘り下げ終了後、墳丘基部の清掃及び写真撮影。供養塚周辺の確認調査。 18日、

河野治雄南九朴I古石塔研究会副会長の供養塚の調査指導。

10月は、確認調壺のトレンチ掘り下げ作業続行。南端のA2区に供養塚 2号を調登。確認卜

レンチの断面実測。 15日、川ノ上遺跡の調査終了。

【昭和62年度の調査）

〈中原山野遺跡の発掘調査》

昭和62年 6月15日-7月14日、昭和62年10月19日～昭和63年 1月26日

6月15日から昭和62年度の発掘調査の準備及び調査の開始。調査事務所等を建設し調査区を

設定し、トレンチ 4からトレンチ9の確認調査。その間、前畑遺跡の確認調査も並行する。

7月は、 トレンチ11・12の掘り下げに入る。 AB12区以西の確認調査トレンチの掘り下げ作

業に終始。未買収地があるため14日で確認調査を一旦終了する。

10月19日、調査再開。 AB1区-AB4区付近の本調査に入る。誘導路の発掘。清掃・写真

撮影。 288、排水溝工事の現農道の新規発掘調査に入る。

11月は、 D1区-D26区までの確認調査を実施。戦跡遺構や道路、ピットなどが確認される。

確認トレンチの断面図や戦跡遺構の検出に終始。

12月は、 D1区から南の県道西原～郷之原線に沿った上水道埋設工事及び電話・電気埋設工

事に伴なう調査に終始。戦跡遺構と縄文時代早期の包含層を検出。年度末は25日で終了。

1月は 68から発掘調査開始。 D8区-D14区の弥生時代包含層の調査。 D11区から D12区

付近が最も低く谷状になる。さらに、弥生時代の下層に黄褐色軽石粒混暗褐色土層の火山灰類

似の層が厚く確認され、その下の黒褐色土層中から縄文時代晩期の土器片を検出。平面に拡げ

て晩期層を調査。 26日、本年度の中原山野遺跡の調査は終了する。

《前畑遺跡の発掘調査》 昭和62年 6月19日～昭和63年 3月 9日

6月は、グリッド設定を行い確認調査に人る。 B7区-B17区までトレンチを設定。 6月は

確認調壺に終始。表土直下から戦跡遺構、その下には弥生時代と縄文時代晩期が、さらに下層

には縄文時代早期の包含層が確認された。

7月は、 6月の継続と B19屁、 B20区の確認トレンチ掘り下げ作業。ほぼ遺物分布範囲のト

レンチ設定は完了。すべてのトレンチで包含層を確認する。 AB20区以西の部分にも遺跡拡張
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が想定され、建設省大隅工事事務所と協議を行う。 AB20区付近から以東に平面調壺を実施す

る。 AB15区-AB20区に掩体壕跡を検出。清掃・写真撮影・実測作業を行う。その下層に、

A Bl7区-AB20区に弥生時代包含層を検出し掘り下げ開始。 7月26日『古代史探訪j

8月は、掩体壕の精査と周辺の弥生時代包含層の掘り下げ作業。 ABl2区・ AB13区の平面

調査で近世墓検出。 10日、小片丘彦鹿児島大学教授近世墓調壺。 118、建設省より AB20区以

西の確認調査の依頼があり、 B23区-AB27区にトレンチ設定。その結果、 AB24区付近まで

弥生時代包含層が残存することが確認される。 ABl7区-AB20区に住居址や掘立柱建物跡等

の弥生時代遺構検出。この区の遺構の配置をほぱ確認する。

9月は、 AB21区-AB25区の弥生時代の遺構の検出作業。表土剥ぎ作業を行い、表土直下

に弥生時代包含層を検出。遺物実測• 取り上げ作業の処理を行い遺構検出作粟。 17日、掘立柱

建物跡 5基を確認する。この区は、建物跡だけ存在する。遺構の精究と平面実測に入る。並行

して18日からは、 AB6区-ABl2区の弥生時代包含層の掘り下げに入る。 10月は、工事の

関係で中原山野遺跡の調査を中心に行う。その間、 AB13区-AB15区のアカホヤ火山灰上部

の清掃と ABll区 ・ABl2区縄文時代早期包含層の調査を開始。

11月は、中原山野遺跡の調究に主力を置く。一部、 C1区と D1区の電話線埋設部分の調査

を行う。そしてABll区・ AB12区縄文時代早期包含層の調査。

12月は、県道西原～郷之原線の前畑遺跡分の上水道埋設部分の調壺に入る。戦跡遺構と縄文

時代早期包含層を検出。また、 20区-21区にかかる排水溝の建設のため、 C19区・ C20区を拡

張する。 22日から AB13区・ AB14区のアカホヤ火山灰層を排土し、早期包含層の掘り下げ作

業を行う。年度末は25日に終了。

1月は、 6日調査開始。 ABll区-ABl4区の縄文時代早期包含層の調査から開始する。早

期の遺物が多羅に出土。継続してAB20区・ AB21区の道路部分の掘り下げ作業を行う。道路

下の弥生時代包含層は遺物が多羅に出士する。遺物の処理後、遺構検出作業。月末は住居址 1

号-3号の掘り下げに主力を置く。

2月は、住居址 1号-3号の掘り下げ作業及び実測。並行してABll区-ABl3区の早期包

含層の掘り下げ作業継続。続いて建物跡の一段掘りを行い建物跡の配置を確認。 10日、河口貞

徳県文化財保護審議会委員現地指導。 12日、全体写真撮影。排水溝工事のため建物跡 2及び建

物跡 3の柱穴掘り下げ。月末、 21区以西の建物跡の調査に主力を置き終了する。宮本長二郎奈

良国立文化財研究所遺構調査室長、建物跡調査指導。

3月は、住居址 1号-3号及び建物跡 l号-3号の実測・写真撮影を行い終了。今年度のエ

事区間については 9日で終了する。

［昭和63年度の調査】

〈中原山野遺跡の発掘調査》 昭和63年4月27日-8月31日

4月は、発掘調査の準備及び調査の開始。昨年度の残部から調究を始める。前畑遺跡から調
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査に人り、中原山野遺跡には若干遅れて27日から入る。 AB7区-AB8区の表土剥ぎ作業か

ら開始。前畑遺跡と並行して調査を進める。

5月は、前半は AB7区-AB8区の遺構検出。前畑遺跡の調査の関係で一時中断し、 23日

から AB14区以西のトレンチ調査再開。その結果、 ABl4区まで弥生時代包含層が確認される。

中原山野遺跡の範囲が確認される。その上部のについては削平を受けている。 6月は、 AB

10区-ABl4区の平面調査。表土象1Jぎから弥生時代包含層の掘り下げ作党。 12日は『古代探訪」

開催。中原山野遺跡と前畑遺跡で遺跡発掘実践活動。その後は、前畑遺跡へ移動し、中原山野

遺跡の調在は休止。

7月は、前半AB?区-ABl4区の遺構検出作業を行い前畑遺跡の都合でしばらく休止。月

未C1区-C4区の誘導路部分の拡張区の調査。

8月は、 ABlO区付近の旧道と取り付け道路部分に入る。表土剥ぎから弥生時代包含層に達

する。 17日、 AXlO区-AXll区に弥生時代住居址検出。 7mの大型の間仕切りを持つタイプ

の住居址。住居址の掘り下げ、実測、写真撮影等の作業継続。月末まで。 BCll区-BCl4区

の最終の検出作業。下層確認の深掘りを完了し、住居址 1号の最終実測・ 写真撮影を終了。 31

日、中原山野遺跡の発掘調査を終了する。

《前畑遺跡の発掘調査》 昭和63年4月19日-9月 2日

4月は、昨年度の残部のAB4区・ AB5区の表土象IJぎ作業を行い遺構検出。戦跡遺構（誘

導路）を検出。さらに、 AB13区・ AB14区は縄文時代早期の遺物の検出及び実測取り上げ作

業継続。弥生時代住居址 l号・ 2号の最終面の写真実測。

5月は、 ABll区-ABl4区間の縄文時代早期包含層の掘り下げ検出作業を継続。大羅の遺

物とともに集石遺構検出。集石は 3基検出。写真撮影及び実測作業。

6月は、しばらく先月の継続。 ABll区-AB14区の早期包含層の掘り下げ作業。 13日から

AB3区-AB4区の早期包含層掘り下げに移る。 20日から ABS区-AB6区の早期包含層

に移る。 AB3区-AB4区は下層確認の深掘り作業。 AB7区-AB9区へ移動。早期包含

層はほとんど全域に拡がる。

7月は、 AB7区-AB9区の早期包含層の掘り下げ及び実測・遺物取り上げ作業。 10区へ

も入る。 AB9区-ABlO区付近が最も遺物が多く難行。

8月は、 AB7区-ABlO区の早期包含層の最終面の調査。 C3区-C6区の拡張区の早期

包含層の掘り下げ作業に人る。 C3区拡張区より縄文時代早期の特殊石斧が出土。 AB7区、

AB9区の下層確認の深掘りトレンチ掘り下げ作業続行。断面実測。集石遺構の実測。集石 3

号-8号は平面実測から開始。 1号・ 2号は断面実測に移る。月末終了。 17日から、 C7区～

C 14区の早期包含層の掘り下げ開始。遺物実測、取り上げ作業の継続。掘り下げ作業は 8月31

日で終了。 9月 1日-2日、残部の断面実測を終了し、機材等を撤去し運搬。前畑遺跡の全て

の発掘調究を完了する。
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第 5節 調査の整理と報告書作成

一般国道 22 0号鹿屋バイパス建設に伴う大浦・郷之原地区の発掘調査の整理作業は、長期

の発掘調査が予想されたので新たな整理方法を採った。昭和60年度から昭和63年度の整理作業

は、つぎのような経過で実施している。

1 発掘調査の整理作業

発掘調査は、昭和60年度の10月から開始し、昭和63年度の 9月初めに終了した。その間、整

理作業は、昭和61年度の 4月から開始し、昭和63年度末まで実施した。発掘調査と整理作業の

経過は下記表の通りである。

第 1表 発掘調査と整理作業の経過

昭和60年度 昭和61年度 昭和62年度 昭和63年度

発掘調査
9/2 

担当者 新東・前迫 新東・前迫・上田 新東・前迫
新東・梅北

中村・八木沢

整理作業

担当者 前迫／上田 山畑 ／ ／新東•他

以上のような行程で発掘調査と整理作業は進行した。整理作業は、実質的にはつぎのよう

な作業になる。まず、現場で取上げた出士遺物を、鹿児島県姶良郡姶良町の鹿児島県教育庁文

化課埋蔵文化財収蔵庫に搬人し、 水洗い作業 → 注記作業（遺物の登録） → 接合作業

までの作業である。整理作業は、昭和61年度から発掘調企と並行して実施している。昭和61年

度の整理作業は昭和60年度の調査分を行うかたちで、以後、順次、前年度の整理作業を続けて

行っている。

1 報告書の作成

発掘調査報告書は、昭和63年度（平成元年 3月）に榎田下遺跡・中ノ原 (I)遺跡・中ノ丸

遺跡・川ノ上遺跡を作成したc 平成元年度（平成 2年 3月）は、中ノ原 (II) 遺跡・中原山野

遺跡・前畑遺跡・西原掩体壕及び誘導路跡を作成する予定である。
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第 1I章 遺跡の環境

第 1節 中ノ原台地の考古学研究史

今回の調査の対象となった鹿屋市大浦町中ノ原台地の考古学的研究は、県内の他地域と比較

すると古い時期から始められている。しかし、その研究はあまりにも早い段階であり、近年の埋

蔵文化財の周知遺跡の地名表等からも漏れており、意外と知られずに現在に至った。

① 『鹿屋郷土史」 （昭和15年刊行・ 276頁）

昭和15年刊行の『鹿屋郷土史』では、次のようにこの台地の考古学的研究史が記載されてい

る。それによると、この中ノ原台地の考古学研究の先鞭は大正 8年の島田貞彦京都帝国大学助

手によるものである。『鹿屋郷土史」のこの項は、島田氏の調査を案内・同行した鹿屋市上谷

の藤島熊次郎（故人）氏の遺稿によるものである。

「鹿屋に於ける考古遺跡に就いては、大正八年四月京大文学部考古学教室助手島田貞彦氏の

実地踏査を以て学界に紹介する最初の研究調査ならんと信ず、其の報告は大正十一年九月発行

考占学雑誌十三巻の一号、同年十月発行の二号に詳細発表しあり、其中心点の場所は、中名字

中原にて、其後大正十四年三月東大理学部人類学教室副手八幡一郎氏来町同処中原畑地の一部

発掘多数曲線土器を採取せられたり、其際余の蔵せし遺物なる土器石器類曲玉磨製石斧、打製

石斧、磨製打製の石鏃、石剣、石庖丁、石皿、石製紡錘車、其他弥生式土器破片並に直刀、等

二百五十数個を同大学へ学術研究資料として寄贈せり、其後昭和二年七月公哨大山柏氏来町、

同じく中原畑中一部発掘多数曲線土器を採蒐せられたり。以上の如くにて、年を遂ふて嘗町遺

跡研究の進むは真に快とする処なり、其分布地名を挙げんに最多量の遺物を有するは中原にて、

次は外圏の上、次は山手にして、宇木貫ケ尾（平松）次は八幡ケ尾其他は何れも少数を出すの

みなり。」

上記の大字中名字中原は、今回発掘調査を実施した「中ノ原遺跡」の北方約 200mに位置す

る。現在調査を実施している地点までは遺物が万遍なく確認されることから、中ノ原台地上の

一連の遺跡であり大遺跡であったことが想定される。

② 島田貞彦の「南隅に於ける二三の先史時代遺跡」『考古学雑誌』 13巻 1号 大正11年

島田貞彦氏は、大正 8年4月の京都帝国大学による指宿市橋牟例川遺跡（京大考古学研究報

告第 6冊1931年）の発掘調査の帰路、一人鹿屋を中心とする南大隅地区の踏査を行った。その

時の調査研究報告が、表題の論文である。なお、この踏査にあたっては、地元在住の研究者藤

町じ、瀬ノロ伝九郎、山崎五十磨の諸氏や先の藤島熊次郎氏の案内があったことが記されて

いる。

島田氏は、大正 8年4月7日からの 5日間に下記の13ケ所の遺跡の踏査を行っている。

第15図は、同論文中の挿図である。遺跡番号が挿図番号と合致しない遺跡もあるが、 II.中
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鹿屋町大字中名字笠ノ元

鹿屋町大字中名字中ノ原

鹿屋町大字田崎字中宮

花岡村字小野原

大始良村字野里字大津ノ束

鹿屋町大字高須

大始良村大字横山

鹿屋町大字祓川ノ内

鹿屋町大字中名字小川

花岡村字占里

珊．垂水村大字冬原

第15図 南隅に於ける先史時代遺跡部分図

ノ原遺跡についてはほぼ正確な位置を指している。

論稿では、南隅地方の地理学的考察に続いて発見遺物の紹介と考察を行っている。図示資料

は、大始良村横山遺跡と中ノ原遺跡のものが大半を占めている。中ノ原遺跡に該当のものは、

土器図53点中20点、石器図18点中11点と圧倒的に多い。

論稿での出土遺物は、弥生式系統（弥生時代）と貝板式系統（縄文時代）に二分し、士器と

石器に分けて考察している。さらに、横山遺跡・中ノ原遺跡の土器については、下記のように

貝塚式系統の範ちゅうで論述している。

「貝塚系統としては、横山・中ノ原から発見する。此式の土器は、対岸指宿の下層より発見

するものと質及び手法に大差ない。直線及び黙縄文の分子は、薩摩出水貝塚や琉球荻堂貝塚の

sr~, 6~ い9いt
戸,.,,I , 

□ IP,t(〗~(鳳 40 20 

二）口寸□。301冒 l い:t~I
第16図 中ノ原出土の土器 （『考古学雑誌』第13巻第 1号より引用）
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様に率直に表現せられていなく、寧ろ曲線的分

子は関束式に見るところのものの要素である。」

以上、巨視的な観点で南隅地方の縄文土器を

考察している。

尚、石器については、 11点の付図があり、「

中ノ原には石斧を始め石庖丁、石鏃類を出し、

此地には黒耀石破片と、其の原石が散布してい

る。」と記述している。特に、有穴の石庖丁の

報告は注目すべきものであり、中ノ原台地を考

える上では重要な資料となる。

③ 浜田耕作「出雲上代玉作遺物の研究」『京

都帝国大学文学部考占学研究報告』第10冊

昭和 2年

上記の研究報告中の全国の玉類出土品一覧表

の一番目に「中原」が挙げてある。それによる

と次のようである。

I. 日本石器時代遺跡発見品

（所在）東京帝国大学人類学教室

八
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（発見地）大隅国肝属郡鹿屋町中原 （寸法） 0.68寸（色

澤）青緑色・白斑 （形状）扁平勾玉 （穿孔）両側 （比重） 3,04 (石質）軟玉、実測図・

写真等は無いが、ほほ形態は理解される。おそらく大正14年の八幡氏来鹿屋の折の蔵品である

ことが考えられる。

④ 三森定男の「九州に於ける縄文土器の一形式」『どるめん』第 4巻第 6号 昭和10年 三

森氏の論文は、先の島田氏の論文が中ノ原遺跡そのものを取り上げたのに対し、その島田論文

に記載された中ノ原遺跡出土の土器に注目して九州縄文土器の一形式として紹介したものであ

る。

三森氏はこの論文の中で、「＜字形のD縁部を有し主文様は口縁部に限られ上下に刻目文常

を以て文様部の限界を作っている。」土器を取り上げ、中ノ原出土の土器を論文中の第 1図の

挿図中で 2点紹介している。

この第18図の上器はいわゆる市来式土器であるが、これについて「第 1図に示された土器形

式は、中国地方に発達した＜字形の口縁部を有する土器形式から変化発達せしめられたものに

他ならない。ただ縄文帯が刻目文帯に変化しているのは、九州化せられたからに他ならない。」

と論考している。

⑤ 八幡一郎の「日本の乳棒状石斧」『人類学雑誌』第53巻 昭和13年
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先の①『鹿屋郷士誌』 第18図 中ノ原出土の土器

にあるように八幡氏 （『どるめん』第 4巻 6号より引用）

は、大正14年に来鹿屋して中原畑地を発掘し、多数の士器や石器を採取している。さらに、案

内人の地元研究者藤島熊次郎氏からは、当時藤島氏が収集していた資料のほとんどが八幡氏の

東京帝国大学へ寄贈されている。このように、先の原都帝国大学と共に日本の中央学界に早く

から日本南端の南隅の考古資料が収蔵され活用されていたことは注目すべきことである。

⑥ 寺師見蒻の「肥後水俣南福寺貝塚」『考古学』第10巻7号 昭和15年

⑦ 寺師見國の『鹿児島県下の縄文式土器分類及び出土遺跡表』昭和18年

寺師見甑氏は、昭和15年の上記論文中に南福寺式土器の出土地名表中に大隅鹿屋中名中ノ原

遺跡を挙げている。寺師論文にあるように三森氏が市来式士器と呼称したのに対して、寺師氏

は南福寺貝塚の調査成果から、この土器は同系統ではあるが、四方に突起を造ったものが市来

式土器であり、平縁のものは南福寺式土器とした。

寺師見國氏の鹿児島県の縄文式土器の集大成とも言うべき『鹿児島県下の縄文式土器分類及

び出士遺跡表』には、今回関係した一つの地名表が記載されている。一つは、この中ノ原遺跡

である。地名表には、次のように記載されている。

遺跡地）鹿屋市祓川中原（土器形式）指宿式・市来式・南福寺式（備考）軟玉の勾玉出土・

京大報告第十冊（発表誌・遺物所蔵者）考雑13-1島田氏・ドルメン 4-6三森氏

（遺跡地）鹿屋市中名郷之原（上器形式） ？ （備考）未発表 （発表誌・遺物所蔵者）大山

柏氏・山崎五十磨氏調査

中ノ原遺跡についてはすでに見てきたとおりであるが、郷之原遺跡がここでは新たに加わっ

ている。この遺跡については未発表であり、今回調査した郷之原町前畑遺跡や中原山野遺跡と

どのような関係があるのか興味深い。

以上、研究史を列記したが、先学の研究を継承し現在の発掘調壺に活用することは基本的な

作業である。中ノ原台地の発掘調査を実施し、その重要性を再認識した。
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第2節 鹿屋および周辺地域の地理的環境

1 . はじめに

鹿屋市およびその固辺地域は大隅半島のほぼ中央部に位潰し、古来より交通の要所となって

大隅半島の政治的・経済的・文化的中心を担っている。和名抄によれば本地域は平安時代には

姶羅郡鹿屋郷であり、中世には鹿屋院となって肝付氏—柿族により支配されていた。

大隅半島の地理的環境については桐野利彦の調査研究 (1972、他）があるが、それによれば

本地域は、約 6,000haの広大な面積を占める笠野原台地を中心とする台地群、肝属）iiが台地を

開析して形成された狭小な沖積平野・谷底平野、および北西部にある高隈山地、南部にある肝

属山地、それらを取り囲む低平な丘陵から成り立っており、かってはシラス台地上の農業を中

心として生計が営まれ、多くの集落が台地縁辺部に立地していた。

台地では地下水位面が地表面よりぎわめて深い所にあり、生活・農業用水を獲得することが

困難で、しばしば千ばつの被害を蒙っている。

本地域の遺跡分布を見ても台地中央部には見られず縁辺部の河川に近い場所に立地し、この

傾向は縄文・弥生・古墳時代の各期間を通じても同様で、それは藩政時代になって笠野原台地

の開発が始められるまで続いており、台地内部に集落が本格的につくられるようになったのは

明治時代になってからである（桐野利彦、 1973)。

ここでは遺跡の立地するシラス台地の地形と地質を中心に、台地の形成史の概要を述べるこ

とにする。

2. 地形

①シラス台地

鹿児島県本上全域および宮崎県南部・熊本県南部の広い地域には、いわゆるシラスと呼ばれ

る白色をした軽石混じりの火山噴出物が堆積し、各所において平担なシラス台地をつくってい

るが、その中でも特に大規模なものは鹿児島湾奥北部にある溝辺台地と、鹿児島市西部から伊

集院にかけての台地、および本地域にある台地である。

シラスは鹿児島湾奥の姶良カルデラから約22,000年前に噴出した大規模な火砕流堆積物であ

り（荒牧、 1969)、太田 (1964) は国分市重久の入戸（いと）をその模式地とし、シラスに

対し入戸火砕流堆積物と命名した。

図ー 1は本地域で見られる入戸火砕流堆積物（以下シラスを入戸火砕流堆積物と呼称するが、

シラス台地の呼称についてば慣例に従いそのまま表記する）のつくるシラス台地の模式分布図

であるが、本地域のシラス台地は内部を貫流する河川によって大小いくつかに区分することが

できる。
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第19図 大隅半島中央部における台地の分布

太田・河内 (1965) は、鹿屋市街地を流れる肝属川以西の台地を鹿屋原台地、肝属川と串良川

に挟まれる台地を笠野原台地、串良川以東の台地を野方台地としたが、米谷静二 (1971) は串

良川と持留川に挟まれる台地を永吉台地、持留川と田原川に挟まれる台地を大崎台地とし、こ

の他の台地もあわせて大隅中央台地群とした。

1) 鹿屋原台地

鹿屋市街地の西部～南部にあり、北側の郷之原から海上自衛隊甚地のある野里を経て南側の

大姶良にかけて広がっており、台地の面積は約24国である。郷之原付近の海抜は約70m、大姶

良付近の海抜は約50mで、全体として北から南に傾いているが、その平均傾斜は 1゚ 程度でぎわ

めて平担となっている。

一方台地西部の野里付近の海抜は約70m、東部の田崎付近の海抜は約50mであり、西から東へ

も緩傾斜している。

台地は北側の郷之原付近では肝属川の支流により浸食され分断されているが、それ以外の地

点では一部浅く開析されてはいるものの連続性が良く一連の台地となっている。河川に沿って

のびる台地末端の急崖部分での観察によれば、入戸火砕流堆積物の厚さは約30mである。

2)笠野原台地

面積約75血と大隅中央台地群の中で最も広大であり、図ー 1にあるように北側の大堀・黒坂

を要とする扇形をしており、東側は串良川に西側は肝属川により境されている。台地北部の大

堀・黒坂付近では海抜約 170mであり、南に向かって漸次高度を下げ約13km離れた台地南端で

ば海抜30m前後になっているが、その傾斜は小さく平均1゚ 内外で、しかも台地表面は1ほぼ平担
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で起伏はほとんど忍められない。

台地の内部にはいくつかの深く浸食された小谷が見られるが、これは肝属川の支流による開

析の結果つくられたものでほば南北にのびている。特に台地中央部を流れる支流の中山）I/は台

地内部へ約 7km入り込んでおり、比高約30mの急崖を各所に形成している。

3) 永吉台地

面積約ZZkn/の小規校な台地で、東側1よ持留）I/に西側は串良川により境されている。大崎町持

留付近を上辺とし、東串良町別府原付近を下辺とする細長い台形状を星し、笠野原台地同様南

に向かって漸次高度を Fげているか、南端には笠野原台地や鹿岨台地にみられるような急崖は

形成されず、緩やかに河岸段丘につながっている。

4) その他の台地

鹿児島湾に面しだ占江から根木原にかげても人戸火砕流堆積物が分布するが、いずれも面積

1 kn/以下の小規模な台地を構成し、溝側に向かう小谷により細かく分断され孤立している。ま

た全体として湾側に向かってやや忽傾斜している。

前述のように、本地域にはこの他に大崎町に広がる大崎台地、菱田川周辺の中沖台地、有明

町周辺の行明台地、心布志町周辺の志布志台地がある（米谷静二、 1971) が、いずれも河川に

よって境され内部は平担で定品性を採っている。

②丘陵

本地域の丘陵はシラス台地に突出した小高い丘をつくる丘陵と、高隈山地の山麓をなす緩や

かな丘陵との二つが認められる。シラス台地に突出した丘陸は鹿屋原台地の末端部分にあるか、

主に耀石安山岩質の岩石からなり海抜 200Ill以下の緩やかな山塊を形づくっている。

これに対し高隈山地の山麓をなす丘陵は山麓に沿って V字状に分布し、主に四万十I曽群の砂

岩・頁岩およびその崖錐堆積物、さらにそれらを被覆する阿多溶結凝灰岩からなり、台地側に

向って緩やかに傾斜している。これらの丘陵ばいずれも小規模であるが、良好な遺跡立地地点

となって、縄文～弥生時代の多くの遺跡が裾野に立地している。

③山地

本地域でみられる山地は、北側～西側にある高隈山地と南側にある肝属山地である 3 高隈山

地は大隅半島でも大きな山地の一つで、大箆柄岳 (1236m) をはじめとして平岳・横岳・御岳

など 1,000m級の山が半円形に連なっている。高隈山地の半円形の山稜内側は花間岩から出米

ており、ここでは浸食作用による削剥で猿ケ城などに見られるような渓谷の発達した地形とな

っている。ここでは外測は砂岩• 砂岩頁岩互層およびその熱変成岩からなり、そのため浸食に

強く突出した山容をつくり出している。この部分の谷はかなり急傾斜であり、高隈渓谷に見ら

れるような小規模な滝・急流を各所につくってわり、また山地の多くの地点で山崩れを起こし、

これが山麓にみられる崖錐堆積物の起源となっている。
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④海岸

鹿屋市西部は鹿児島湾に面しているが、海岸線はほぼ北々西から南々東に延びる直線状とな

っている。ただ古江北側のまさかり海岸から高須にかけては、海岸線に沿って赤紫色を呈する

阿多溶結i疑灰岩が分布しており、その起伏に応じて数十m内外の出入りが見られる。これは海

岸に露出する阿多溶結蹂灰岩が、上位にある人戸火砕流堆積物に較べ浸食に強く、そのため取

り残されてできたもので、対置海岸の好例となっている（米谷静二、 1971)。

また高須から荒平の海岸にかけては、小範囲ながら石灰岩質の海浜堆積物であるビーチロ、ノ

クが認められ、その中には縄文時代の土器が挟まっていたことがある。

3. 地質

①地質の概要

図ー 2にあるように鹿屋地方の地質は、四万十層群およびそれに貫入する高隈山花尚岩、安

山岩類およびそれに伴うi疑灰角礫岩類、阿多溶結凝灰岩、入戸火砕流堆積物に大きく区分する

ごとができ、これらの全てを覆っていわゆる新期火山灰類が堆積している。また高隈山地山麓

には、四万十層群の砂岩・頁岩を主体とする崖錐性堆積物が部分的にみられる。肝属川沿いの

谷底平野・沖積平野には、主に入戸火砕流堆積物起源の軽石• 砂・礫が堆積している。

②四万十層群および塩堪性火山岩類・高隈山花岡岩

四）j十層群は主に高隈山地を中心に分布しており、概ね走向N-S-NNE-SSWでわず

かに西へ急傾斜していることが多い。地層は中生界白亜系とされる砂岩、頁岩、および砂岩・

頁岩細互層、さらに塩基性の火山岩類からなり（太田・河内、 1965)、これらが高隈帯（今井

• 他 4名、 1980) を形成している。

砂岩は中～細粒で新鮮な部分では青暗灰色であるが、風化すると淡黄色を帯びて脆くなって

くる。本地域内では、砂岩の原い単層はほとんど認められない。頁岩は細粒で新鮮な部分では

青灰色を呈しており、風化部分ではボロボロに砕かれ薄く剥かれやすくなっている。大部分の

地域で花尚岩マグマの貫入に伴う熱により弱変成作用を受け、ホルンフェルス化している。砂

岩・頁岩の互層は各所において認められるが、砂岩は頁岩の中に幅数cmあら数十cmの薄いレン

ズ状に挟まっていることが多い。

太田・河内 (1965) は、高隈山地御岳南東の谷中にチャートの薄層を見つけているが、分布

は挟く詳細は不明である。

高隈山地南部の郷之原地域では、台地上に突出した丘陵に、緑色～赤紫色を星する塩基性の

凝灰岩および溶岩が分布している。塩基性溶岩は花里・郷之原・白水付近にかけ分布するが、

郷之原の採石場付近では径20-30cm程度の円形や楕円形をした明瞭な枕状溶岩が認められる。
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地上に突出した丘陵に、緑色～赤紫色を呈する塩珪性の疑灰岩およひ溶岩か分布している。塩

基性溶岩は花里・郷之原・(」水付近にかけ分布するが、郷之原の採石場付近では径20--30cm程

度の円形や楕円形をした明瞭な枕状溶岩が認められる。

高隈山花尚岩体は高限山地北西部で四万卜層群を非調和1こ貫いており、 ヒッ岳頂上では—-•部

ルーフペンダントを伴うトーム状岩株となっている (i~J 内洋祐、 1969) 。岩質は鉱物・粒度なと

によりいくつかのタイプに区分されるが、大部分の地域で粗～中粒の黒雲母花閻岩・花尚閃緑

岩となっており、副成分鉱物としてサクロ石・電気石・なとを含んでいる（大庭 H-、1958)。

この花尚岩体の貰入した時代は、他の外常花悩岩類伺様新生代新第：ふ紀中新枇であり、 K-Ar

法による絶対年代は16上2Maである (Milleret al、1962)0

吟野椋台地

高隈山地山麓で見られる崖錐件推

積物は入戸火砕流堆積物により覆

われていることから、少なくとも

+<:: 賢い
詞虹＋＋＋＋

+ + + 
人`ニー十五二 2万年以前の堆積物と考えられ、

~.·.·.·.·.·.·.·.·. ゚.・ム.........畠.....が.・.・
岩相や層準から前水地域に広く分

I , I 
1Km 

布する垂水砂礫層（太日・河内、

第21図 鹿屋中央部の地質断面図
1965) に対比される。

③火山岩類および火111砕屑岩類

鹿児島湾に沿って北々西～南々東にのびる細長い地域には、断続的に安山岩類の小岩体が露

出し低平な丘陵をつくっている。安山岩類は両耀石安山岩で柱状節理・板状節理かよく発達し

ており、一部人頭大の岩塊などを含む1疑灰角礫岩を伴っている。安山岩は新鮮な部分では暗青

灰色であるが、風化すると灰白色となり長石・輝石が浮ぎ上がってくる。岩体が孤立している

ため他の岩石類との関係が不明で噴出した詳細な年代はわからないか、概ね新第三紀末頃のも

のと考えられている（太田・河内、 1965)。鹿児島湾に沿った海岸部や丘陵の低所には、谷を埋

めるように阿多溶結凝灰岩（荒牧・宇井、 1966) が分布している。全体的に特徴的な赤紫色を

呈しており、荒平付近においては多くの採石場があり石材として利用されている。

本地域での岩体の上下部分は非溶結～弱溶結であるが、中央部分は強溶結で柱状節理が発達

している。また軽石などはレンズ状に細長く引き延ばされている。全体の層原は場所により異

なるが、平均的には約20mである。

入戸火砕流堆積物は本地域中央部の台地を構成する主要な堆積物であるが、丘陵や山地の谷

部分にも小範囲ながら分布をしている。大半の地域では非溶結であるが、本地域北東端部では

溶結i疑灰岩に変化しているところも見られる。層厚は場所により変化するが、平均的には約30

mである。入戸火砕流堆積物の下には鶏卵大の角張った軽石よりなる大隅降下軽石層か堆積し

ているが、山地や丘陵部の斜面では入戸火砕流堆積物が欠如し大隅降下軽石層のみか堆積して

いることが多く、その部分では軽石は黄橙色を帯びている。また河川の両岸ではいわゆる二次

シラスが人戸火砕流堆積物の上に浮く堆積していることがある。
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④新期火山灰類

図ー 4の地質断面図にあるように、人戸火砕流堆積物の上に堆梢する主要な新期火山灰類は、

下位から薩摩火Lill仮、権現山火山灰、アカホヤ、池田降下軽石の順で堆積し、場所によっては池

田降下軽石の I:」五導く開聞岳起源火山灰が堆積している。、これらの火山噴出物の間には黒色～

黒褐色の席植土層か薄く狭まっている。新期火山灰層の全体の層原は、台地上ではほとんど変

化せず約 2mである。商麿火山灰（町田、 1981) は約11,000年前に桜島付近から噴出したもの

で、降下軽石とその上にのる火山灰からなり、桜島に近い鹿屋市根木原付近では約80cm、東側

の串良町付近では約30cmとなっているが、薄い場所ほど風化が激しく仝f本に淡黄色～赤橙色

となっている。 アカホヤ直下にある淡桃臼色をした火山r1~ は風化し粘士化が著しいが、鉱物

分析によればシ‘ノ薙石• 長石などが明瞭であり、 また火山灰がソフトポール大の団子状にな

る特徴的な堆積構造から、指宿火山群起源の権現[/J火山灰 （成尾英仁、 1983) に相当するも

のと考えられる。 アカホヤは鬼界カルデラから約 6,300年前に噴出したもので、赤色を帯び

た黄橙色を呈し大豆大の軽石よ
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ら構成されているが、

の 2層か

まれによく

｝桜島如1,

発泡しスポンジ状になった軽石を

含む火砕流堆梢物が、薄くレンズ

状にはさまっている。

アカホヤの上にはアカホヤ起源

の二次堆積物や黒色／腐植士が堆

積しているが、その中には拳大程

度の白色～黄(J色軽石が点在して

いる。 カクセン石を特徴的に含む

ことから、池田カルデラ起源の池

姶良力）しデラ
田降下軽石と考えられる。 これに

巨］新期火山I火

園i砂礫削

回J...戸火砕流堆積物

囚埋没古土壌

回大隅降 F軽石

[!]削多火砕流堆積物

Ill]同L溶結部

団野弔安11」岩

ロ四h十層群

伴って薄く成層した細粒の火山灰

層の断片が点在しているが、

にもカクセン石が含まれ、

これ

まれに

第22図 大隅半島における火山噴出物の地質柱状図

火山豆石も含んでいることから、

池田カルデラ起源の池[U湖火山灰

に対比する二とができる。

地表面に近い部分には、黒色を

帯びたいわゆる黒ボク層がJ'-f-<堆
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積しているが、ごの中には紫色を帯び火山礫が細粒の火山灰で膠着された堆積物が薄く点々と

堆積している。これはその特徴から紫コラと称される開聞岳起源の火山灰層に対比される。

図ー 5にあるように、主要な火山噴出 N 

物の分布を見ると、薩摩火山灰は噴出源

牛力ニ：二ニ‘い1る也0の：二 ） ［ 
摩火山灰が数枚のフォールユニソトから

なり、それぞれ分布主軸が異なったもの

が重なったためと考えられる。アカホヤ

中の火砕流堆積物は、本地域付近がその

分布限界に相当している。池田降下軽石

は噴出源からほば貞東に分布している。

図には示されていないが、桜島起源の

文明・安永・大正時代の降下軽石のうち、

安永と大正のものが南東方向に、文明の

ものが北東方向に分布する。本地域は安

永・大正の降下軽石の分布限界付近にあ

たるため、軽石は耕作土中に混在し確認

は困難である。
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第23図 南九州における主要火山噴出物分布

4. 合地の形成

①台地の地質

図ー 2にあるように笠野原台地や鹿屋原台地の主要構成物は、阿多溶結凝仄岩を不整合で覆

っている入戸火砕流堆積物であり、この上に砂礫層と新期火山灰類が薄く堆積している。入戸火

砕流堆積物の直下には）単さ 5~7mの大隅降下軽石層が堆積しているか、この下にある薄い枯

土層が不透水層となり、大隅降下軽石層に地下水が賦存し滞水層となっており、台地末端では

多くの湧水点が見られる。笠野原台地上では滞水層に達するまで深いところで80m近くもあり、

これが大隅降下軽石層までの深さに相当する。入戸火砕流堆積物はほとんど風化を受けておら

ず(I色を星し、ガラス質の火山灰と軽石・岩片からなる無層理層であるが、その上に堆積する

いわゆる二次シラス層は種々の異なる粒径の軽石を主体とし、それに火山灰．粗粒砂• 四万十

層群由来岩片• 安山岩片が混じり、成層構造やクロス・ラミナをつくっている。この層に対

し太田・河内 (1965) は笠野原軽石質砂礫層と名付けている。層厚は原い場所では10m

以上に達することもあるが、通常は 1~ 3 m 程度で水平に堆積している。ただ鹿屋市南部

の高須付近で見られる二次シラスの中には、細粒の火山灰が主体を占めそれに若干の細礫がま
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じり、著しい成層構造を持つものがある。これらの中にしばしば火山豆石を含むが、大き

なものはウズラ卵大程度である。これは明らかに通常の砂礫混じり二次シラス層とは異なっ

ており、人戸火砕流堆積物が水と接触して二次的な水蒸気爆発を起こし形成されたものかもし

れない。

台地周辺部の河川沿いには数段の段丘が認められ、そこでは四万十層群起源の砂岩・頁岩や

序耗した軽石を主体とする段丘礫層が薄く堆積している。

②台地の形成史

前途のように、本地域の台地の地質は主に入戸火砕流堆積物により構成されているが、台地

外の低地におけるボーリングデーターを見ると（鹿児島県、 1971)、例えば鹿屋市白崎町の肝

属）ii河岸では地表下 100m 以深まで未固結の砂• 砂礫・粘土・シルトが続いており、本地域に

おける人戸火砕流堆積物以前の堆積物は三角州堆積物であったと考えられる（鹿児島県、1971)。

また地域外の高山町宮下においては、河床約10mの所に70-lOOcmの厚さのカキ化石層が存在

することがわかっており（波多江• 他、 1963)、更新世の海進期の堆積物とされている。これ

らの堆積物は肝属）iiに沿った低地地下に広く分布すると見られるが、鹿屋原台地以西には分布

せず、阿多溶結凝灰岩や軽石• 四万十層群が堆積しており、台地形成以前の地形は東から西へ

湾入したものであったと思われる。つまり鹿屋原台地以東はかつて低地となっていたが、三角

州の前進と何回かの火山活動に伴う噴出物の流入によって埋め立てられ、台地の基盤がつくら

れたものであろう。

鹿児島湾奥の姶良カルデラから約22,000年前に発生した噴火により、まず大隅降下軽石が原

さ5-7mで旧地形に平行に堆積し、引き続く噴火で入戸火砕流堆積物が大隅半島中央部の低

所に堆積し大規模な台地を形成したが、その後の肝属川・串良川の浸食作用によりいくつかの

小台地に分断され、その境界で1よ急崖・ガリが発達した地形になった。

これらの急崖下には大きく分けて 3段の段丘面が認められるが、この面には新期火山灰の蘇

摩火山灰やアカホヤが堆積しており、シラス台地の開析は早い時期から行われたことがわかる。

現在最も深く笠野原台地内に人り込んでいる浸食谷は、台地中央部の宮下から伊集院堀まで直

線的にのびているもので谷の人にから約 8kmの距離があり、これをもとに単純に浸食速度を求

めると年間約35cmとなる。

台地表面は緩やかに河川側に向かって傾斜しているが、その表面ぱきわめて平担でほとんど

凹凸は見られず、新期火山灰は台地表面にほぼ平行に堆積している。しかし遺跡内の発掘によ

れば、人戸火砕流堆積物の堆積栢面は数 m程度の凹凸をもっていることが知られており、これ

は入戸火砕流堆積物の堆積後表面が流水の作用により浸食作用を受け浅い浸食谷が形成された

こと、またその時の堆積物である砂礫層の厚さが場所により異なっていることに起因する。

大部分の場所ではその後の新期火山灰や黒色腐柏士がこれらの浸食谷を埋めており、見か

け状平担な地表面を形成している。浸食谷の形成はその後も小規模ながら断続的に行われた
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ようで、各所に新期火山灰類を浅く削剥した谷が刻まれている。例えば鹿屋台地の郷之原付近

では、一見平坦に見える台地の中に深さ l~Zm、幅 2~3mの小規模な浸食谷が何本か認め

られる。 に丑地
巨山地

芦遺跡

● 縄文aHぃn跡

③遺跡の立地
大隅半島中央部における遺跡の分布

図一 7は鹿屋市周辺の遺跡の分布を示しているが、これを見ると台地内部には遺跡が分布し

ていないことがわかる。

かつて台地内部では飲料水を得るために、入戸火砕流堆積物の下にある大隅降下軽石層まで

井戸を掘り、人力以外に牛馬をも使役し汲み上げていたことや、井戸の無い所では台地下の湧

水点まで水汲みに降りていた（桐野利彦、 1973、他）

という点を考慮すると、水を得易い台地末端に生活の場を求めたものと思われる。

冽えば似l-7にあるように、笠野原台地西部では肝属）11河岸に沿った細長い地域にのみ遺跡

があり、しかも台地の末端から河岸にかけての斜面上に立地している。この傾向は台地の東側

や他の台地でも同様である。

次に遺跡の時期を検討すると、図ー 7にあるように鹿屋市上祓川の舌状に突き出た小台地に

縄文時代草剖期の遺跡があり、鹿屋原台地北部の郷之原では縄文時代早期の遺跡がある。また

鹿屋市王子では弥生時代中期の集落遺跡がある（鹿児島県教育委員会、 1985)。

ところで肝属 ILLおよび串良川のつくる谷底平野・沖積平野内の遺跡の時代をみると、例え

ば上流地域の鹿屋市西祓川では縄文時代の遺物が出土しており、また中流の東串良町下伊倉遺

跡は標高数 m程度であるが、ここでは縄文時代の遺物は検出されておらず弥生時代中期以降の

遺物が出土している。河川に沿った平野にある遺跡の時代を検討すると、祓川の上楠原遺跡

に見られるように上流側では縄文時代から立地しており、中流～下流に向かうほど立地する時
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の蛇行する高山町・串良町では高塚式古墳が築造

されるようになる。 これは下流ほど堆積作用が

盛んで各所で砂礫の堆積が行われ、 また河跡湖の
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第25図 台地から低地への遺跡の進出

存在からわかるようにしばしば河川の氾濫が発生

しjuJ道が変化しており、遺跡の立地する環境とし

て適当でなく、条件が整うまで進出しなかったも

のと思われる。

5
 

おわりに

鹿屋市およびその］周辺地域の地形と地質を中心に台地の構成と形成について述べてきたが、

以上をまとめると次のようになる。

鹿屋市およびその固辺地域の地形は、高限山を中心とする山地とその裾野を帯状に取り巻く

狭小な丘陵地帯、 および地域の大部分を占めているいくつかに分断された平坦な台地、肝属

川がつくった谷底平野・沖積平野に区分される。 これらを構成しているものは山地が四万十

層群およびそれに貫入した高隈山花尚岩、丘陵地帯が主に安山岩類や阿多溶結凝灰岩、台地が

人戸火砕流堆積物である。

地域の大部分を占める台地は火砕流堆積物か作る火砕流台地で、いわゆるシラス台地と称さ

れているものの 部であるが、鹿児島県本土の他のシラス台地に比較して規模が大きい。シラ

ス台地内部は平均傾斜約 1゚ できわめて平胆であるが、笠野原台地などでは堆積原面の高度は

高く、海抜高度約170mから堆積している。

台地の上には薄い砂礫層を挟んで噴出源や時代を異にする火山噴出物が堆積しており、その

間に発達する厚さ数十cmの黒色腐植土が遺物包含層となっている。火山噴出物の中でも堆積状

況がはっきりしているものは、約11,000年前に桜島付近から噴出した薩摩火山灰と、約6300

年前に鬼界カルデラから噴出したアカホヤであり、

いる。

この二つの噴出物は良好な鎚層となって

台地の形成は入戸火砕流堆積物の堆積により行われたが、それ以前には東から湾入する低地

であったと推定される。その後各時代を通じて浸食作用が行われ深い谷やガリーが形成され

たが、その間に南九州の各火山からの噴出物が降下し堆槙している。

遺跡の分布を見ると縄文・弥生の各期間を通じて、台地末端部の河川に近い場所に立地して

いるが、 これは取水との関係で決まったものと思われる。

本地域ではその後の歴史時代を通じて徐々に台地の開拓が続けられたが、それに伴う紐落の

形成は末端部から内部へと進んでおり、本地域での開発がどの様な過程で行われたかは興味深

いものがある。
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第 3節字図と郷之原の古絵図

一般国道 22 0号鹿屋バイパス建設に伴う大浦・郷之原地区の分布調査では、 7地点の散布

地を確認した。確認調査の段階では、この地点名で作業を進めながら対象地点の地名の収集に

努めた。結果的には、地主から収集して建設省九州建設局大隅工事事務所に確認をとって現在

の遺跡名を付け、昭和60年度の本調査以来、これらの遺跡名に統一して発掘調査を進めてきた。

第26図は、鹿屋市発行（昭和63年 1月）の最新の字地図である。この字地図によると、当時

の字名とは大きく変更されている。榎田下遺跡は「名榎田」字に入り、中ノ原遺跡は西端の一

部に「中ノ原」字が残り台地の大部分は「大浦」字に変更されている。中ノ丸遺跡だけは、ほ

ぽ「中ノ丸」字のままである。）IIノ上遺跡の字名はすでに消滅し、「迫頭」字に吸収されてい

る。中原山野遺跡の字名は、台地の東端だけに残り、遺跡の範囲は「郷之原」字に変更されて

いる。前畑遺跡も従来の「前畑」字は北側の宅地部分に限定され、畑地部分は「郷之原」字に

変更されている。

前畑遺跡の発掘調査で、確認調査の資料を基に縄文時代早期の遺跡の予定で調査を進めると

表土下に壕跡や溝跡が検出された。

調査が進むにつれて作業員や地域住民の人々の記憶からこれらの壕や溝は、戦時中の掩体壕

跡や誘導路跡であることが判明してきた。調査が進むと掩体壕跡や誘導路跡の一角が姿を現わ

し、壕内や溝内からは当時の遺品が多量に出土した。掩体壕は、幅lQm程度の土塁（高さ 7-

8m程度といわれている）を「コ」の字に囲むように盛土し、その土塁の囲みの中に飛行機を

避難させる施設で、その規模が今回の発掘調査でほぼ判明した。第27図は、在住の原田盛雄氏

作成（昭和18年8月）の「西原掩体壕及び誘導路」の配置図である。この配置図によると、今

回の発掘調査で判明した掩体壕はNol3にあたる。そしてこの周辺の誘導路が検出されたことに

なる。さらにこの地の古くからのシンボル的存在であった「源氏松」がこの付近に存在してい

たことは知られていたが、今回の発掘調査でこの掩体壕の盛土部分に樹根が検出され「i原氏松」

の位置を確実にした。

第28図は、郷之原町に配置された軍隊の施設の配置絵図である。同じく在住の原田盛雄氏に

よって昭和20年 1月20日に作成された絵図で、今回の発掘調査の場所は絵図の中央付近の「ク

ラブ」を東西に横切る位置になる。

第29図は、昭和初期の郷之原町内の絵図である。同じく在住の原田盛雄氏によって昭和 7年

に作成されたものである。今回の発掘調査の場所は、絵図の中心付近の「倶楽部」と「i原氏松」

をかすめる位置にあたる。「源氏松」のところに墓のしるしが記入されているが、発掘調査に

おいてもこの付近に近世墓が1基検出されている。
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第26図 大浦・郷之原地区の字地図（昭和63年1月現在鹿屋市役所）
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第27図 西原掩体壕及び誘道路（昭和18年8月 原田盛雄氏作成）

-44-



＿＿ふ‘ゑ）

b-
ツ

J

ハッ
/
 

）
 ¥

g
i
9況

第28図郷之原地区の軍隊配置図（昭和20年1月 原田盛雄氏作成）
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第29図 昭和7年現在郷之原部落図（昭和7年原田盛雄氏作成）
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第4節周辺の遺跡

鹿屋市内の遺跡としては、昭和50年文化庁発行の「全国遺跡地図ー鹿児島県一」では16ケ所

の遺跡が登録されていたが、昭和54年度から昭和57年度の大隅地区埋蔵文化財分布調査では61

ケ所と遺跡数は増加している。さらに、「昭和59年度、鹿児島県市町村別遺跡地名表」では、 9

2ケ所の埋蔵文化財の遺跡が登録されている。

しかし、一般国道 22 0号鹿屋バイパス建設にともなって先年発掘調壺が行われた王子地区

の王子遺跡をはじめとする三遺跡、今回発掘調査が終了した大浦・郷之原地区の五遺跡、及び

現在発掘調査が進行している白水地区の三遺跡は、いずれもこの事業が始まる前は知られてい

なかった遺跡である。次に、今回判明した遺跡やこれまで登録されている遺跡等から、周辺の

遺跡の立地及び環境について述べてみたい。

1 一般国道 22 0号鹿屋バイパス路線内の遺跡

一般国道 22 0号鹿屋バイパス建設に伴う発掘調査は、王子地区、大浦・郷之原地区、白水

地区の三地区に分けて進められてきた。王子地区は昭和56年度から開始されて、昭和59年度ま

でに発掘調査及び報告書作成は終了している。大浦・郷之原地区は今匝の調査であり、発掘調

査は昭和63年度で終了し、報告書作成が平成元年に終了する予定である。白水地区は確認調査

が終了後、昭和63年度から本調査を実施し現在進行中である。

この一般国道 22 0号鹿屋バイパス建設に伴う三地区においては、いずれも貴重な遺跡が発

掘調査され、多くの成果が得られている。

王子地区は、 1王子遺跡、 2西祓川遺跡、 3薬師棠遺跡の三遺跡が発掘調査された。王子地

区は肝属）IIを挟んだ東西の台地を含むが、王子遺跡は東側の台地上に位置し、西祓川遺跡・薬

師堂遺跡は西側に位置している。王子遺跡からは、弥生時代中期末～後期初頭の住居址27基・

掘立柱建物跡14基の他土城・溝状遺構などを備えた大集落が発見された。西祓川遺跡は、肝属

川西側の水田微高地に立地し、早期縄文土器を伴なう集石遺構や弥生土器・土師器を出土して

いる。薬師堂遺跡は肝属川西側の台地縁辺部に位置し、円墳状の塚 3基と古墳時代の成川式土

器が出土している。

大浦・郷之原地区は、高隈山地の南側に拡がる台地上で、東側から 4榎田下遺跡、 5中ノ原

遺跡、 6中ノ丸遺跡、 7川ノ上遺跡、 8中原山野遺跡、 9前畑遺跡の 6遺跡が位置し、昭和63

年度迄に発掘調査が実施された。遺跡の内容については、本報告書に記載している。

白水地区は、高隈山地から西側にャッデ状に延びた丘陵上に10飯盛ケ岡遺跡、 11榎木崎A遺

跡、 12榎木崎B遺跡の三遺跡が確認され、現在本調査が実施されている。
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2 調査地点に隣接する遺跡

大浦・郷之原地区に隣接する遺跡は、古くは第 1節で記載した13中ノ原遺跡（或は中原遺跡）

と14郷之原遺跡以外はほとんど知られていなかった。しかも、その二遺跡の位置も現在までは

定かでは無かったが、 13中ノ原遺跡については今回の調査により明らかとなった。しかし、 14

郷之原遺跡については不明である。

大正 8年、京都帝国大学の島田貞彦氏によって発掘された地点の13中ノ原遺跡（或は中原遺

跡）は、第30図13の位置にあたる。これは、地主の新地宙市氏のご教示によるものでほぼ間違

いないものである。

この付近は耕作の度に遺物が出土する地域で、 15並松遺跡では沢山の土器が出土するほか地

主の新地辰男氏によって磨製石斧（第34図ー90)が採集されている。 16コラケバッケ遺跡は、多

量の縄文時代後期の土器（第34図一66~89)が採集される地点である。さらに、第32図の一 l~

65は、今回発掘調査を行った 5中ノ原遺跡のすぐ北側に隣接する畑地で採集された遺物であ

る。

中ノ原遺跡の発掘調査では、約 300mの間に縄文土器がまんべんなく出土しており、その出

士傾向から分布は北側を中心に拡がることが考えられ、島田貞彦氏発掘地点の13中ノ原遺跡や

15並松遺跡や16コラケバッケ遺跡も一連の遺跡に属することが想定される。

続いてこの付近では、昭和36年度に実施された分布調査において二遺跡が登録されている。

それは、 17郷ノ原遺跡と 7川ノ上遺跡である。 17郷之原遺跡は指示地図が山間部であり地形も

山麓と記載されているところから、今回発掘調査を行なった 8中原山野遺跡や 9前畑遺跡とは

別地点であろう。或は、寺師見亙氏の地名表の郷之原遺跡は、 17郷之原遺跡を指すのかもしれ

ない。

次の昭和56年度、昭和57年度の大隅地区埋蔵文化財分布調査では、 18大浦遺跡が追加されて

いる。遺跡は、榎田下遺跡の北東の独立丘陵上の高地に所在し、早期の深鉢形の縄文土器が採

集されている。

3 周辺の遺跡

周辺の遺跡は、別図、別表のとおりである。

この周辺遺跡の地名表の作成は、先の第 1節の島田貞彦1930、寺師見国1950と「鹿児島県遺

跡地図」鹿児島県・昭和38年、「全国遺跡地図ー鹿児島県一」文化庁・昭和50年、大隅地区埋

蔵文化財分布調査概報「鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書 (23) ・ (25)」、「鹿児島県市町

村別遺跡地名表」昭和59年から大浦・郷之原地区を中心にその周辺を引用した。
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第2表周辺遺跡地名表 (1)

遵 跡 名 所 在 地 地形 時 代 備 考 登録番け

1 王 子 遺 跡 鹿屋市王子町王子 台地
弥（中）．

昭56-59年発掘調査 12-25 
歴・縄

2 西祓川遺跡 ク 西祓/II町中原 徴高地 古・弥・縄 昭57・58年発掘調査 12-65 

3 薬師堂遺跡 ,, ，， 下中原前 台地 古・弥（後） 昭58年発掘調査 12~90 

4 榎田下遺跡 ，' 大浦町榎田下 台地端 縄 （後） 昭61年発掘調査

5 中ノ原遺跡 ケ ヶ中／原 台地 中・弥・ 縄 昭60・61年発掘調査

6 中ノ丸遺跡 ,, ヶ 中ノ丸 台地端 近・弥（中）
,, 

7 川ノ上遺跡 ❖ ヶ ILLノ上 ケ 近祉 （？） 昭61年発掘調査 12 -40 

8 中原山野遺跡 ヶ 郷之原町中原山野 台地 弥 （中） 昭62・63年発掘調査

， 前 畑 遺 跡 ,, ,, 前妍l ,, 弥（中）・縄 ク

10 飯盛ケ岡遺跡 ヶ 上野町飯盛ケ岡 々
縄・弥・古

昭62年確認調査
平安

11 榎木崎 A遺跡 '， 郷之原町榎木崎 ,, 旧・縄•平安 昭63年発掘調査

12 榎木崎 B遺跡 ,, ❖ " ク
,, 昭62年確認調査

13 中ノ原遺跡 ，' 大浦町中ノ原 ク 縄 文 大8年京帝大発掘

14 郷之原遺跡 ，' 郷之原町郷之原 ~ ？ 昭18年寺師氏地名表

15 並 松遺跡 ク 大浦町並松 l1 縄 文 石斧

16 コラケバ J ケ遺跡 ,, ク コラケバ 1ケ ,, ，， 土器片

17 郷之原遺跡 ，， 郷之原 山麓 古 縄 七岱片・石器 12-39 

18 大 浦遺跡 ケ 大浦町 台地 縄 文 土器片 12-38 

19 堀之牧遺跡 ケ 中祓ILL堀之牧 ケ 古・弥（中） ケ 12~60 

20 中 野遺跡 ク 祓川町 微高地 古 墳 石斧 12-34 

21 神野牧遺跡 ク 西祓川町神野牧 台地 縄（後・晩） 石器・石匙• 土器片 12-35 

22 祓川地下式横穴 ，，， ケ 井之上 平地 古 墳 短甲・ 1衝角付冑 12-158 

23 鹿屋薬師堂 ヶ 西祓川町 ,, 不 詳 不詳 12-133 

24 打 馬 遺跡 '， 打馬町 台地 古 墳 土器片 12-36 

25 平原 古 墓 ，， ヶ平原 ケ 5基の墓石と五絵塔 1基 12-37 

26 
豊岳山医王院

富岡寺
ケ ，，， 平 地 不 詳 不詳 12-129 

27 鹿 居 城跡 ヶ 北田町 台地
鎌倉初期～ 12-93 

南北朝

28 古 削"- 城跡 ，' 古前城町 ,, 鎌倉中期～

南北朝
12--95 
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第3表周辺遺跡地名表 (2)

遺 跡 名 所 在 地 地形 時 代 備 考 登録番号

29 寿二丁目遺跡 鹿屋市寿町 台地 古 ＇墳 土諾片 12-66 

30 苗u 田 遺跡 ，， 曽田町 ，' 
,, ，， 12-67 

31 白 崎遺跡 ケ 白崎町 ク ケ ,, 12,68 

32 痔六丁目遺跡 ，' 寿町 ，， ケ ケ 12-69 

33 白 崎城 跡 ,, 白崎町 ，， 南北朝～
12-96 

戦国

34 池卜.［［）安養寺 ,, 向江町 平地
安土桃山

1597 
12-130 

35 大始良町の棒踊 ヶ 大姶良町西方 江戸未 12-162 

36 鹿屋古城跡 '， 新生町 丘陵 南北朝切期 弥生式士岱 12-94 
， 

37 高 付 遺 跡 ,, 白崎町弥生団地 水田 弥 口i→ 石包丁，士岱片 12~73 

38 
宝龍山阿禰陀院 ,, 旧崎町 平地 不 詳 12-131 
神宮寺

39 田崎町のしか祭
田崎町ヒ狩長 嫌 A.  料

12-164 
,, 田貫神社 （元徳 3年）

40 田崎町老神の古銭 ク 田崎町老神 台地 江 ｝ユ 古銭 25,000枚 12-160 

41 小薄町遺跡群
小薄町・有武町・

丘陵
古・縄

12-41 
，， 高牧町 （早•前・後）

42 ，，木ヒ 立 遺 跡 '， 花岡町柴立 山林 古・縄（後） 条痕文・メンコ・沈線文 12-42 

43 俣 刈 遺 跡 ヶ 海道町俣刈迫 山麓 古・縄（前） 成川 12-28 

44 本戸口遺跡 ，， 
'， 本戸口 台地 ,, 12-87 

45 枯木ケ尼遺跡 ，' 古里町枯ケ尾 <, 弥 古 須恵器・成川 12--26 

46 古 里 遺 跡 ，' 古里町 平地 古 墳 土器片 12-44 

47 
竜池山明王院

ヶ 花岡町白水 ケ
室 町 12~126 

山覚寺 1532 

48 高 橋 遺 跡 ，' ト野町 傾斜地 古 弥 土器片 12-77 

49 荒 平 城 跡 ヶ 天神町 丘陵
南北朝～

12-123 
戦国

50 小野原遺跡 ，， 小野原町 畑地 歴 古 土器片 12-76 

51 野 里 城 跡 ヶ 野里町 台地 戦 国 ，， 12-108 

52 野里小西遺跡 ，， ，， ，， 古・縄（前） ,, 12-74 

53 光源寺遺跡 ，，， ,, 平地
安土・桃山

12-138 
1573-91年か

54 阿 弥 陀 寺 ク 野里町大津 傾斜地 不 詳 12-154 

55 野里町の田の神 ，，， 
'， 山下 水田

江戸
12-159 

1751 
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第5節 周辺遺跡の採集資料

1 -65は中ノ原遺跡の北側に広がる畑地で採集した遺物である。すべて縄文時代後期に位置

付けられる土器片であるが、その特徴は多種多様である。

1は磨消縄文上器の胴部片で、二本の沈線間に右下がりの縄文を施している。

2-9は疑似縄文土器の胴部片である。 2-8は沈線間に貝殻腹縁部の刺突文が施されてい

る。 9は二本の細沈線間に、先端の鋭い棒状施文具による刺突文を施すものである。

10は器厚約 1cmとやや原手の胴部片で、半歓竹管状の施文具による二列の並行刺突文が鋸歯

状に施されている。沈線は見られないが、磨消縄文の影響が考えられる。

11-18はすべてLJ縁部片で、口唇部下で貝殻腹縁部および棒状施文具等による連続刺突文が

施されている。 11は口唇部下に半載竹管状の施文具による連続刺突文が二段にわたって施され

ている。 12、13はU唇部下に貝殻腹縁部の刺突文が施され、さらにやや外反する13には二本の

平行沈線が見られる。 14、15は口唇部下に棒状施文具による連続刺突文を、それ以下に平行す

る数本の沈線を施したものである。い唇部は平坦である。 16は図面上で完形近くまで復元でき

たもので、推定口径約34cmの深鉢である。外反する口縁部および大きく張る胴部までを文様帯

とするもので、 rJ'tt-部下に微降帯をもうけ、さらにその上から貝殻腹縁部による斜位の連続剌

突文を施している。またそれ以下には幅約 1cmの凹線により虹線及び曲線文が施されている。

これは志布志町中原遺跡の IIA類土器に酷似ずるもので、今匝の採集資料の中ではもっとも古

い段階に位阻付けられるものであろう。 17、18も16同様、口唇部下に微隆帯をもうけ、その上

に貝殻腹縁部による連続剌突文を施したものである。それ以下には幅広の無文帯があるが、 17

はさらに口杓部ド同様の文様が施されている。

19の口縁部片は口唇部に貝殻腹縁部による連続刺突文が施され、その内外面の直下にそれぞ

れ一条の沈線が施されている。

20-44は沈線文を主体とする士器片で、ほぼ指宿式土器に該当するものと考えられる。

20-31はr1縁部片である。 20は外反する口縁部下に二本の平行細沈線を数条施したものであ

る0 21と22は共に外反する口縁部下に数条の沈線が施されているが、口唇部にも同様な沈線が

あり、二叉口緑状を呈している。 23は山形口縁部で、枯土を姑り付けた項部の内面には、外面

に施された沈線文と同様の施文具による文様が見られる。 24-31は口縁部下に数条の沈線が鹿

されたものである c

32-44は胴部片である。 32は指宿式土器によく見られる鉤手状のつなぎ文を施したものであ

る。 33、34は直線と曲線を組み合わせた沈線文が施されている。 34は内外面に貝殻条痕が見ら

れる。 35と36の沈線は先端の鋭い棒状施文具によるものである。 35が単独の沈線であるのに対

し、 36は二本の平行直線文である。 37-39は直線文の小片である。 40は胴部の緩やかな屈曲部

で、二本の浅い平行曲線が施されている。 41は頸部から胴部にいたる部分で、上下に分かれた

文様幣をこ本の沈線で繋いでいる。 42~44は平行沈線の見られる胴部片である。 44は沈線間に

凹点が施されている。
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第33図 周辺遺跡の採集遺物実測図 (2)

45、46は円盤状の土製加工品である。いずれも横位の平行沈線の施された胴部片を利用した

もので、指宿式士器と考えられる。

47は無文士器である。 48は緩やかに上昇する山形口縁部をもち、口縁部下に貝殻腹縁部の刺

突とも見られる部分があるが、意識的なものか偶然によるものかは小片のため不明である。

49-52は底部片である。 49は脚台状の上げ底、 50-52はすべて乎底で網代底である。

53-55は若干肥／厚する口縁部下に文様帯をもつもので、いずれも先端の鋭い棒状施文具によ

る細沈線が数段施されている。これらは、北久根山式士器に近い土器群と考えられる。

56は肥厚した口唇部に文様を施したもので、松山式上器と考えられる。

57-62は市来式土器と考えられるもので、 59の胴部片を除ぎ、すべて口縁部片である。 57、

58は口縁部が断面三角形を呈するもので、口唇部下の肥厚部に貝殻腹縁部及び棒状施文具によ

る連続剌突文を施している。 59も同様な口縁部を有するものと考えられる。 60-62は口縁部の

断面が、「く」の字に屈曲するもので、口縁部下に貝殻腹縁部による連続刺突文が施されてい

る。 63の口唇部には貝殻腹縁部による連続剌突文が施され、口縁直下には両面穿孔の補修孔が

見られる。 64は粘土帯に棒状施文具による剌突文が見られる。 65は沈線及び貝殻腹縁部による

連続剌突文が施されている。
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第34図 周辺遺跡の採集遺物実測図 (3)

66-89は中ノ原遺跡の北東部に位潰し、「コラケバソケ」と呼ばれている畑地で採集した遺

物である。すべて縄文時代後期に該当すると考えられる土苔苔片である。

66-68は口縁部下に貝殻腹縁部、棒状施文具による連続刺突文を施したものである。

69は若干内湾する口縁部で、沈線および貝殻腹縁部による連続剌突で文様を構成している。

70-78は指宿式士器に該当するものと考えられる。 70-74のIJ縁部片は沈線、凹点等による

文様が見られる。 75は山形口縁の項部で先端部に凹点、内面に―二条の沈線を施している。 76も

山形口縁の頂部で内外面に連点、沈線が施されている。また、項部下に貫通孔をもつ1質状突起

をもっている。 77、78は沈線の施された胴部片である。

79は網代の圧痕をもつ底部である。 80は口唇部を肥厚させ、沈線を施したものである o 81は

断面三角形の口唇部をもつもので、松山式土器と考えられる。 82-89は市来式士器で、 82-84

かl祈面三角形の11縁部、 85-89が断面「く」の字状の[l縁部をもつ土器である。

90は発掘作業員の新地辰夫さんが並松遺跡で採集した砂岩製の磨製石斧である c

91は大浦遺跡でアカホヤ下の地層より採隼された土器で推定復元したものである。 （再担）

① 1985志布志町教育査員会 『中原遺跡』 志布志町埋文報 (9) 

② 1982鹿児島県教育委員会 『大隅地区埋蔵文化財分布謁］査概報』 鹿児島県埋文報 (23) 

-56-



第4表 周辺遺跡の採集遺物一覧表 (1)

番号 器種 部位 法量（径・高・厚） cm 胎 土 調 整 焼成 色調

1 深鉢 胴部 器壁厚0.8 金雲母 ナデ・条痕 良好 明茶褐色

2 ，， ，，， ,, 1.1 ,, ，，， ❖ ，， 

3 ，， ，，， ，， 0.8 ,,. ,, ケ 暗褐色

4 ~ ，， ，，， 1.05 ,, ,, ，， ,, 

5 ケ ，' ク 1.05 ケ ナ デ ，， ,, 

6 ，，， ,, ,, 1.1 金雲丹•長石 ，， 普通 ,, 

7 ,, ，， ，， 0.9 金雲母
,, 良好 黒褐色

8 ，， ，，， I,, 1.1 長石・角閃石 ,, ク 賠褐色

•一.4 丁-石心英_:::・

， ~ ,, I; 0.8 ，， ，，， 明茶褐色

10 ケ // ，，， 1.2-1 角閃石 /; 蒋通 黒褐色

［1ロ2 /，，， / 

口縁部 // 0.8 石英 ナデ・条痕 良好 明褐色

ク ,, 0.9 長石
,,. ，，， 暗 褐色

'-

13 ，， // ,, 0.6-0.8 石英 ナ デ ，， 黒褐色
. -

14 ，， ，， ,, 1. 2 石英・角閃石 ，， 普通 明褐色
- ヽ—~

15 ケ ，， ,, 1.1~1.2 石英
,, 良好 ，，， 

• ト-

口糸涼音[
16 ,, ; ～胴部 日径34.0器壁厚0.8-1.1 金雲母・長石 ナデ・条痕 ,, ケ

'-・ 

,,  II 口縁部17 器壁）厚0.85 石英・長石 ナ デ ，， 暗褐色

18 ❖ ＇ 
ク // 0.6-0.8 金雲母 ケ ，， 黒褐色

19 // ，，， ，，， 1.15 長石 ，， ,, ,, 

20 ケ ，， ，， 0.6 ケ ケ ,, ，， 

21 ，， ,, ，， 1.0 金雲母
,, ，， 明褐色

. -

22 ，， ，，， // 0.65-1.2 ，，， ，， ，， ，，， 

23 ケ ，， ,, 0.85 長石・角閃石 ナデ・条痕 ，， 暗褐色

24 // ,, ,, 0.9 金雲母 ナ デ ,, 明褐色

25 ケ // ケ 1.0-1.35 金雲母・長石 ケ ,, 黒褐色
~ ~ ~ ~ 

26 ケ ，，， ~ 1.1 長石
,,. ,, ，， 

27 ,, ケ // 1.2 長石・石英 ケ 普通 黄褐色

28 ,, ケ ，， 0.7 長石・角閃石 条痕 ,, 暗褐色

29 ケ ケ ，，， 1.2 長石 ナ デ 良好 ，， 

30 ，，， ，， ケ 1.0 ，， ，， ,,. 黒褐色
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第5表 周辺遺跡の採集遺物一覧表 (2)

番号 器種 部位 法量（径・高・庫）cm 胎 士 調 整 焼成 色調

31 深鉢 口縁部 器壁厚0.95 長石 ナ デ 良好 暗褐色

32 ,,. 胴部 ,, 0.85 長石・角閃石 ナデ・条痕 ,, ，，， 

33 ❖ ケ ケ 0.9 石英 ナ デ ，，， 明褐色

34 ，，， ，，， ケ 0.6 長石 条痕 ,, ケ

35 ，， ~ ケ 1.25 金雲母・石英 ナ デ 普通 暗褐色

36 ，，， ，，， ，， 0.7 長石 ，， 良好 黒褐色

37 ，，， ，，， ,, 1.0 金雲母 ナデ・条痕 ,, 暗褐色

38 ，，， ，， /; 1.0 長石
,, ，，， ，， 

39 ,, ,,. ケ 1.1 石英 ナ デ /,, 黒褐色

40 ，，，， ，， ，，， 0.8 長石・角閃石 ,, ,, 明褐色

41 ,, ,, ,,. 0.7-1.1 石英 ケ ケ 黒褐色

42 ，， ケ ケ 0.8 金雲母 'l ,, 暗褐色

43 ，， ~ ,, 0.8-1.0 ，， ナデ・条痕 ，，， ,, 

44 ,, I,, ,, 0.85 石英 ナ デ 普通 明茶褐色

45 メンコ ，， 0.8 金雲母• 長石 ナデ・条痕 良好 賠褐色

46 l1 ,, 1.0 金雲母 ナ デ ，， 黒褐色

47 深鉢 D縁部 /1 1.0 長石 ，， 普通 暗褐色

48 ，， ,,. l1 0.85 ,, ,, 良好 黒褐色

49 ケ 底部 底径8.2底部原1.1 金雲母
,,,. /,, ケ

50 ,, ，' ,, 8.6 ,, 1.3 長石 ，， 
ヶ i暗褐色

51 ，，， ,,,. ,, 9 .4 ,, 0.8 金雲母 ，，， /; ，， 

52 ,, 'l ,, 6.6 ,, 0.6 長石
,,. ，，，， 明 褐色

53 1, 口縁部 器壁厚1.1~1.3 角閃石・石英 ,,. ，，， 暗褐色

54 l1 ,,. ,, 0.9 // /,, 普通 ,, 

55 ，， ，，， ,, 0.8 石英 ，， 良好 黒褐色

56 ，， ，， ，' 1.0~1.3 石英•長石 ,,. 'l 暗褐色
i 

57 ，，， // ,, 0.8~1.3 金雲母• 長石 ，， 普通 ，，， 

58 'l ,,. ,, 1.35~ 1.9 石英・長石 ナデ・条痕 ，，，， 明茶褐色

59 ，， 胴 部 // 0.7 金雲母
I 

，，， 良好 ，， 

60 ,, 口縁部 ，， 1.0 石英•長石 条痕 普通 黒褐色
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第6表 周辺遺跡の採集遺物一覧表 (3)

番号 器種 部位 法星（径・高・岸）cm 胎 土 調 整 焼成 色調

61 深鉢 I口縁部 器壁／厚1.1 金雲母 条痕 良好 暗褐色

62 ，，， ，， ，，， 0.8 ，， 条痕・ナデ ，， ケ

63 ，， 胴 部 ケ 0.8(1.4) 石英 ナ デ 藷通 明褐色

64 ，， 口縁部 ,,. 0. 7-1.2 長石 ケ 良好 ケ

ヽ~ ← , 

65 ，， ！胴部 ，， 1.0 金雲母・長石 条痕 ケ ,, 

66 ，，， 口縁部 ，，， 0.8~1.0 金雲母 ナ デ 'l ，，， 

67 ケ ケ ケ 0.9 長石 ，， ,, 黒褐色

68 ，， ,, ケ 1.1 長石・石英 条痕 ，， 明術色

69 ，， ，， ，，， 0.8-1.35 金雲母 ナ デ ，， l1 

70 ケ ，，， ケ 0.8 長石 条痕 'l 黒褐色

71 ケ ，， ,, 0.7 ケ ナ デ ，， ，， 

--

72 ケ ❖ ケ 0.8-0.9 金雲母 ナデ・条痕 1/ 明褐色
- -

73 ケ ケ ，， 0.8-1.1 長石 ナ デ ，， ケ

ー・

74 ,, ,,. ，，， 1.3 金雲母 ，' 普通 暗褐色

75 ，， ，， ,,, 0.8~ 1.3 長石 ，， ,,. ,, 

76 ,,. ，， ,, 1.25(2.1) 金雲母・石英 // ケ
,,. 

77 ，， 胴 部 ケ 1.0 金雲母・長石 ナデ・条痕 良好 明褐色

78 ，，， ,, ,,. 1.0 角閃石•長石 ナ デ ，，， ，， 

79 ,, 底部 底径8.0底部／厚1.0 金雲母・長石 I,, 普通 ，， 

80 ，， 口縁部 器壁I旱0.9 長石 ,, 良好 暗褐色

81 ,, ，，，， ,, 1.4 ，， ,, 普通 明褐色

82 ，， ❖ ，， 1.15 'l ，' 良好 ,, 

83 ,, ，， /,, 0.6~1.6 金雲母・長石 条痕 ，，， 暗褐色

84 ，， ，， ケ 0.7~1.6 長石 ナ デ 不良 ,, 

85 ,, ❖ ,, 0.85 金雲母 ,, 良好 黒褐色

86 ,, ，， ，， 0.9 角閃石・長石 条痕 // 明褐色

87 ケ ，，， ,, 1.0 金雲母・長石 ナ デ 普通 ケ

88 ,,. ケ ，， 0.85 ,, ，， ケ ケ

89 ,, 胴部 ケ 0.6~0. 7 長石 ，， 良好 ケ

91 ，， 口糸家音〖
口径26器壁厚〇.5 ,, ケ ケ

,,. 
～胴部
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第皿章発掘調査の概要

第 1節 大浦・郷之原地区の基本的層序

発掘調介の対象となった大浦・郷之原地区は、中央に西迫の谷が入り大浦地区と郷之原地区

に区分される。そして、大浦地区と郷之原地区の二つの平坦な広い台地を形成している。しか

し、確認トレンチの層位では削平状況や盛土状況が観察され、当時は起伏の多い台地であった

ことが確認された。いずれも近年、大西！）の農地整備が行われ平坦な台地上に畑地がつくられた

ものである。

遺跡は、大浦地区の中ノ

原台地に榎田下遺跡、中ノ

原遺跡、中ノ丸遺跡、川ノ

上遺跡が所在し、郷之原地

区には中原山野遺跡、前畑

遺跡が所在している。さら

に大浦地区では、中ノ原遺

跡と中ノ丸遺跡の間に谷が

人り込んでいる。

ここでは、各遺跡の各地

点の層位を検討し、大浦・

郷之原地区の基本的な層序

を明らかにし、それにそっ

て説明をすることにする。

大浦・郷之原地区の基本

I層

II層

rn層

IV層

v層

VI層

VII層

VIII層

IX層

x層

的層序は、表層の I層から XI層

この台地の基盤層である入

戸火砕流堆積物（シラス） XII層

までXV層に分かれ、さらに

細分される層もある。 XIIl層

上層から順次説明すると XIV層

次のようになる。 双層

I I曾は表層で耕作のため

攪乱を受けている。この層

には、現在の耕作部分(a)

a表土（現耕作土）
I ''"'••-"'"■ー・ ， 

b表土（盛土）
~---------
c表土（旧耕作土）

黒色土

黒褐色土

糞さ菜窓窓、ミ自-：:翌-:、ミ翌魚さ：窓忘土ミ：｀ミぶミ-—注:b:、=ミ：ミ翌、：-浮遁墨位-洒岳-：翠：翌岱-． 

茶褐色土

黄褐色土

豪容登経暉若疫疫霧

罪庄且；：赤褐色耳韮：
I• —_____ ,,,, _, ―--
名：冶名：液色：名

：り凶灰褐色出：加：：:::: 

茶褐色土

；讐覆蘭暑唇塁鬱
a 
b 茶褐色土
C 

d 

mm昔:rn:1:rnffl璽:}!:;}:::::li::::l!i

桃白色土

芸

現代

農地整備

9戦跡遺構

中世

弥生

無遺物層（火山灰の二次堆積？）

• 縄文晩期

□喜虞閲尉裔譴l_
アカホ悶虐山灰鬼界カルプフ）

疇覧400B.P.y

権現山火山灰（？）

縄文早期

薩摩火山灰（桜島）
約11、000B.P.y

（細石器）

入戸火砕流二

冨鸞‘
戸］ラス）

（炉良カルデラ）
翡22,000B.P.y

第35図 大浦・郷之原地区の基本的層序
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と農地整備によって盛土された部分 (b) とその下の旧耕作部分 (C) の三層に区分される。

遺跡の地点によってはいずれかが欠落する場合もある。 I層からは、下層の多時期の遺物が攪

乱された状態で出土する。さらに、郷之原地区では旧表層の IC層から掩体壕や誘導路などの

戦跡遺構が検出され、中ノ丸遺跡や前畑遺跡では近低陶磁器を伴って溝や墓などが検出されて

いる。層中には、耕作土特有の含有物がみられ、明瞭に区分される。

II層は黒色上層で、中世の遺物や遺構が検出される。ほとんどの地点で削平を受け時期の不

明なものも多いが、中ノ原遺跡ではこの時期に該当する建物跡や溝・古道などの遺構が検出さ

れている。

m層は黒褐色土層である。この層は、弥生時代中期末から後期初頭に該当する包含層が形成

されている。この層もほとんどの地点で削平を受けているが、中ノ原遺跡の凹地や前畑遺跡・

中原山野遺跡などでは包含層が残存している。さらに、この包含層の下部からは、住居址や建

物跡などの遺構が検出されている。中ノ丸遺跡や中ノ原遺跡では、一部傾斜地で包含層が残存

するがほとんどの区域が削平を受けて消滅し、 I層下が遺構面となっている。

N層は黄白色土層である。この層は、中ノ原遺跡の11I層が残存している地点や中原山野遺跡

や前畑遺跡で確認される層である。この層は中ノ原遺跡や前畑遺跡では、 11I層の下部に薄い黄

白色の粉末が浮遊した状態で観察される。中原山野遺跡では、しっかりした独立した層が形成

され、さらに二層に分離されている。上層 (a) には軽石層が堆積し、下層 (b) には黄白色

の粘土層が比較的厚く堆積している。中原山野遺跡のN層の形成をみると、堆積層は中央の凹

地に向かって原くなり明瞭に区分されてくる。中原山野遺跡の縁辺部をみると、この下層

(b) の黄白色粘土層が前畑遺跡や中ノ原遺跡でみられる黄白色（遊飛）土層に対比される。

なお、この層は、無遺物火山灰層であるが、凹地に向かって厚くなることや軽石層 (a)が上

層に存在することなどから火山灰の二次堆積層の可能性がある。また、同層は弥生時代中期包

含層下に存在する注目すべき指標層であり、鉱物分析などによりその性格を明らかにする必要

がある。

V層は茶褐色土層で、縄文時代晩期の包含層が形成されている。しかし、ほとんどの地点が

削平されており、凹地などの一部にわずかに確認される程度である。縄文時代晩期の遺物は、

V層の下部でVI層との境に出土する。

VI層は、黄褐色土層で縄文時代前期～後期の包含層を形成している。この層は、縄文時代前

期から後期の長期間にわたる遺物を出士し、アカホヤ火山灰の二次堆積層である。

w層は白色軽石層である。この層は、凹地などの部分では比較的しっかりした堆積状況がみ

られるが、ほとんどの地点では軽石が浮遊した不安定な状態で堆積している。軽石の成分から

池田降下軽石層に比定される。また部分的には、池田湖火山灰も確認されている。この地域は

池田降下軽石層の分布の北限にあたり、層形成は安定していない。また、この層以下は、堅く

締まっており無遺物層となっている。

VIII層は赤褐色火山灰層 (a) と部分的に黄橙色軽石層 (b) を含むアカホヤ火山灰層である。
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特に、上層の赤褐色火山灰層は、この地域で50-60cmの厚い堆積がみられ安定しており、非常

に堅く締まり無遺物層であり幸屋火砕流の一次堆積物と考えられる。黄橙色軽石層は部分的に

はブロック状に止切れることもあるが、 VIIIa層下部に安定した堆積がみられる。アカホヤ火山

灰は1,c測定年代値で約 6,400年B.P.が得られ、縄文時代早期と前期の童要な指標層となって

いる。

IX層は灰褐色土層で、ブロック状をなし部分的に確認されるものである。この層は火山灰と

推定されており、指宿市権現山付近に厚く堆積していることから通称「権現山火山灰層」と呼

ばれているものである。今のところ正確な給源地は不明であるが、縄文時代早期終末期に堆積

しており、指標層として注目される火山灰である。

X層は茶褐色土層で、縄文時代早期包含層を形成している。 X層は腐植土層で構成され、中

ノ原遺跡では石坂式系土器が、前畑遺跡では多量の平桁式土器などに伴って集石遺構などが検

出された。

XI層は黄褐色軽石粒混暗褐色土層の火山灰層であり、平坦面の安定した部分は良好な層を残

すが、傾斜地などの不安定な部分はブロック状になる。この火山灰層は桜島を給源とするもの

で、「薩摩火山灰」と命名され、南九州の大半を覆う形で分布している。火山灰のu C測定年

代値は約11,000年B.P.が得られており、晩期旧石器～縄文時代草創期と縄文時代早期を区分す

る重要な指標層となっている。

Xll層は茶褐色粘質土層である。腐植土層の発達により若干色調の濃淡がみられ、最大 4層の

互層をなす地点もある。通常チョコレート層と呼ばれ、晩期旧石器時代（細石器）から縄文時代草

創期までの文化層を形成している。今回の調査地域からは、文化層は確認されていない。

XIII層は砂礫層であり、榎田下遺跡や中ノ丸遺跡・中原山野遺跡などでは、谷に向かう台地末

端部に局地的に層形成されている。

Xlv層は桃白色土層の入戸火砕流二次堆積物であり、通称ヌレシラスと呼称されている。 XV

層は基盤層の灰白色土層で、入戸火砕流堆積物である。入戸火砕流堆積物は姶良カルデラ（錦

江湾の北奥部）を給源とし、南九州のほとんどの台地を形成する「シラス」にあたる。姶良カ

ルデラの噴出物は、大隅降下軽石、入戸火砕流堆積物、姶良Tn火山灰の順に噴出したことが

判明しているが、大隅降下軽石と入戸火砕流堆積物は、ほぽ南九州全域に堆積している。近年、

姶良Tn火山灰の降灰は、偏西風にのって東北地方まで達した超広域の火山灰であることが確

認されている。最近、特に中四国から関東地方にかけてこの姶良Tn火山灰の上下層から旧石

器時代の遺物が出上しており、姶良Tn火山灰は重要な指標層となっている。この噴出の時期

は、 1,C測定年代値で約22,000年B.P. の年代が得られている。
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第 2節榎田下遺跡の概要

1 調査の経緯

榎田下遺跡は、中ノ原台地の東端の小丘上に立地している。遺跡地が生産芝生畑と竹藪のた

め昭和59年の分布調究では遺跡は確認されず、昭和60年4月の確認調査の段階で発見された。

確認調究中、生産芝剥取り作業が行われた際、土器片の散布を確認したものである。建設省大

隅工事事務所と鹿児島県教育委員会との協議の結果、昭和61年度に確認調査を実施することに

なった。しかし、遺跡の発見が遅れたことと橋梁部分の丁．事発注が早かったことによって台地

先端の遺跡の一部は破壊された。

2 発掘調査の経過

榎田下遺跡の発掘調査は、昭和61年 5月 7日から 6月22日の間に実施した。発掘調杏は、ま

ず、遺跡の有無及び範囲確認の調在を実施した。工事用センター杭No334とNo335を基準に10

mx10mのグリッド網を調査対象区域に被せた。そして、グリッドは東端から 1-10区と南か

らA-C区として、各グリッドはA1区， AlO区， B1区， B 5区などと呼称す

ることにした。

確認調介は、 B区列にlOm毎に幅 2mx長さ 2m-8mのトレンチ10本を設定した。

確認調査の結果、 A-Cl-3区に縄文時代後期の包含層を確認した。また、 B5区と B6 

区にかけては、土器細片と地層横転が検出された。そのためこの部分は、全面発掘調査を実施

した。

3 発掘調査の成果

A-Cl-3区では、 VI層の黄褐色土層に二時期の包含層が存在する。比較的上層は縄文時

代後期の遺物が、下暦は前期の遺物が出土する。遺構は包含層の下面に集石遺構 6基が検出さ

れた。 A-Cl区， A-C2区の台地先端に位置する部分である。集石遺構は、遺物の出土状態

ゃこれまでの傾向から前期に属することが想定される。出土遺物は、士器・石器と加工品に分

かれるが、前期と後期の遺物の区分は層位的には不明瞭であった。土器は、形態上後期に該当

する一群と前期の一群に分かれる。後期に属する土器は、凹線文系の指宿式土器系統の―•群 4

類と口縁屈曲系の市来式土器系統の一群がある。前期の土器は、隆帯貼付文系・条痕文系の轟

式土器系統や沈線文系の曽畑式土器系統の一群がみられる。石器は、 200本を数える石鏃をは

じめ石斧．磨石・敲石• 石弾・凹石・石皿など各種のものが出上した。しかし、石器は、層

位的及び形態的にも属する時期については不明瞭である。

X層では、 B2区のわずかな範囲に土器片が出土している。土器は細片であるが、形態上

早期土器の特徴を備えているものである。破壊された部分や用地外に縄文時代早期の遺跡が存

在する可能性がある。

-63-



第 3節 中ノ原遺跡の概要

1 調査の経緯

中ノ原遺跡は、大浦町のほぼ中央の台地に立地し、この台地上に遺物が広く散布している。

昭和59年の分布調査の結果、この中ノ原台地の西方寄りの散布地を第 3地点とし、中央付近を

第7地点とした。建設省大隅工事事務所と鹿児島県教育委員会との協議の結果、昭和60年4月

に確認調査を実施し、その後昭和60年10月以降に本調在を実施することになった。確認調査の

結果、第 3地点は分布調究地域のほぼ全域に遺跡の存在が確認された。第 7地点は、第 3地点

寄りに遺跡が存在するが東方に向けては谷状の凹地となり遺跡の可能件は無いことが判明した。

第 3地点と第 7地点は、確認調査の結果や遺物の散布状況や地形からみて一連の遺跡であるこ

とが考えられ、後には二地点併せて中ノ原遺跡とすることになった。

2 発掘調査の経過

発掘調査は、昭和60年度と昭和61年度の二年度にわたって実施した。

昭和60年度は、昭和60年10月7日から昭和61年 3月17日の間に実施した。昭和60年度の発掘

調査は、橋梁部分の工事が早く発注されるため、その部分にあたる台地西側部分を中心に行っ

た。昭和61年度は、他の地点の発掘調査の関係で昭和61年 6月22日から 7月17日間と昭和61年

10月 3日から昭和62年3月4日間の二期にわたって実施した。昭和61年度の発掘調究は、昭和

60年度の残りと第 3地点から第 7地点までを実施し、中ノ原遺跡の調究は完了した。

発掘調査は、工事用センター杭No354とNo360を基準に10mx1omのグリッド網を調査対象

区域に被せ実施した。そして、グリッドは西端から 1-44区と南から A-I区として、各グリ

ッドはA1区， A44区， D1区、 DlO区などと呼称することにした。

3. 発掘調査の成果

昭和60年度の発掘調究は、台地西端部のA-I 1 -7区を行った。その結果、近世～中世、

弥生時代中期、縄文時代晩期～前期の数時期の遺構・遺物が出土した。

近世～中世の遺構は、古道・溝状遺構・掘立柱建物跡等がある。古道は、 F-G5区に南北

方向に検出され、幅 1.5 mを測る比較的しっかりした道路跡である。おそらく、この時期のこ

の地域の幹線道と考えられる。そのほか断片的に溝状遺構が確認されている。農地整備や開畑

のため途中が削平を受けているが、小道としての機能があるものと考えられる。掘立柱建物跡

は、 C5区 ・D5区・ C6区にかけて検出された。略東西方向に 2間X4間の掘立柱建物跡で

あるが、東西に延びる桁行は南側は一つ飛の 2間となっている。車庫状の特殊な柱間を持つ掘

立柱建物跡であり注目される。

弥生時代の遺構は、竪穴住居址が 3基検出された。緑地帯保存部分や現道によって削平され

て全体像の把握は困難であるが、まとまりのある集落の存在が想定される。住居址の時期は、

いずれも弥生時代中期から後期初頭の山ノロ式系の土器を伴う。住居址 1号はD7区に検出さ

れ、約 5mX4.5mの方形プランを呈し東南隅に張り出しを付した形態のものである。中央部
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が一段低くなりその四隅に四本柱を持つタイプである。住届址 2号は、 I 4区の用地内に住居

址の 4分の 1が検出されている。住居址の形態は不明である。住居址3号は、 G1区 ・G2区

に検出され直径約 4.5mの円形を基調とする住居址である。住居址内には四ケ所の花弁状の間

仕切りを持ち、中央が一段低くなるタイプの住居址である。 CDl-3区はこの台地の凹地と

なり、この部分に弥生土器を大鼠に含む包含層が形成されている。

縄文時代の遺構は、竪穴住居址と集石遺構が検出された。住居址は、直径 2.7mの円形を呈

するタイプでF2区に検出された。住居址は縄文時代晩期前半期の土器を伴う時期である。集

石遺構は、 3基検出された。 1号集石はA2区に、 2号集石はA4区に、 3号集石は F2区の

いずれも台地の先端近くに検出されている。確実な年代は不明であるが、 1号集石・ 2号集石

の近辺には縄文時代前期の轟式土器系統の条痕文土器が出土しており、ほぼこの時期に属する

ことが想定される。

昭和61年度の発掘調査は、昭和60年度の残部と第 7地点にかけての確認調査と本調査を実施

した。 E-G6区付近から CD29区にかけてが本調査であり、 CD30区から CD44区にかけて

は確認調杏である。その結果、中世や弥生時代中期終末～後期初頭や縄文時代晩期～前期及び早

期の遺構・遺物が出土した。中世では、 EF 6区付近に 2棟の掘立柱建物跡が検出された。建

物跡は重複しており、 1棟の建物の柱穴には土師器の坪の完形品が2個埋納された注目すべき

事実も得られた。そのほか、弥生時代中期の遺物包含層、縄文時代後期を中心として晩期から

前期の遺物包含層が調査された。さらに、 DE6区付近と DE18区付近には、X層中から縄文時代

早期の土器片の検出もあった。

第 4節 中ノ丸遺跡の概要

1 調査の経緯

中ノ丸遺跡は、大浦町の南側の広い台地上に立地し中ノ原遺跡の西側に向かい合う位置にあ

たる。昭和59年度の分布調査の結果、この付近の散布地を第2地点とした。建設省大隅T事事

務所と鹿児島県教育委員会と協議の結果、昭和60年4月に確認調査を実施し、その後昭和60年

10月以降に本調査を実施することになった。確認調査の結果、 5トレンチ付近まで近軋及び弥

生時代中期の遺跡の拡がりが確認された。本調査は、この範囲を中心に行うことになった。

2 発掘調査の経過

発掘調査は、昭和60年度と昭和61年度の二年度にわたって実施した。

昭和60年度は、昭和61年 2月12日から 3月17日の間に実施した。昭和60年度の発掘調査は、

橋梁部分の工事が早く発注されるためその部分にあたる台地の東側部分を中心に行った。

昭和61年度は、昭和61年 7月18日から10月8日の間に実施し、昭和60年度の引き続きの分を

行い中ノ丸遺跡の調査はニカ年で完了した。

発掘調査は、工事用センター杭No371とNo373を基準にlQmXlOmのグリッド網を調査対象
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区域に被せ実施した。そして、グリッドは、東端から 1-10区と南から A-B区として、各グ

リッドはA1区、 A 10区、 B1区、 B 10区などと呼称することにした。

3 発掘調査の成果

昭和60年度の発掘調査は、台地の東端部のABl区-ABlO区を行った。その結果、近冊と

弥生時代中期末～後期初頭にかけての遺構・遺物が多羅に出土した。

近世の遺構は、集石土城 2基や土壊 1基のほか溝や柱穴が検出された。

集石土壊 1号は、 B7区に検出され長さ 4.3m X幅 1.2mを測る土城の両隅の炭化木の上面

に集石を配置させる特異な遺構である。中央の凹地にば焼土が厚く堆積し、近世陶磁器等の遺

物も出土している。

集石土城 2号は、 B4区に検出された円形プランのものである。下面に焼土と木炭が詰まり

上面に集石が配置されたもので、集石土壊 1号の両隅に類似する構造を備えている。隣接して

径約 2mの焼土を充満させた土城 1号が所在するが、これらは関連する性格の遺構であること

が想定される。確認調査の 2トレンチでは近世墓が検出されたが、この区域は緑地帯となり調

査の対象にはならなかった。そのほか溝や柱穴が多数検出されている。 弥生時代中期末～後

期初頭の遺構は、竪穴住居址 3基と円形周溝 2基や柱穴等が検出されている。住居址 1号は B

9区に全形が検出され、住居址 2号はAS区に一部が、住居址 3号はAB6区に半分ほどが検

出された。住居址数が少なくまた一部の検出面のものもあるが、これは発掘調査区域の幅員が

12mと狭いためであり、用地外の周辺の地形を考えると大きな集落として把えることができる。

住居址 1号は、北・西・南側の 3辺に張り出し部を設けたものである。張り出し部を含めて

東西 5.5m X南北 6.Imを測る住居址で、張り出し部はベッド状に一段高くなる。中央に二本

の主柱と炉穴状のピットを持つタイプである。

住届址 2号は、 1号に類似するタイプであるが、用地外へ延びるため全形は不明である。

住居址 3号は、直径約 7mの円形プランを呈し、間仕切りとベッド状遺構を配したタイプの

ものである。住居址の平面の約半分が検出され、他方は用地外へ延びている。

これまで、住居址 l号・ 3号の形態は、鹿屋市王子遺跡などで発見されており類例を補強す

る貴軍な資料である。

円形固溝は、 B7区に 2基検出された。いずれも径約 4m程度の大きさを呈するが、 1号の

周溝は幅25cm-30cmと幅狭で、 2号の周溝は幅45cm-50cmと広く比較的保存は良好である。中

央部分には他の施設は認められなく、その性格は不明である。

そのほか、土城や柱穴等も検出されている。

出土遺物は、土器の他、石鏃や凹石などの石器、軽石製垂飾、土製勾玉など比較的豊富に出

土している。

昭和61年度の発掘調杏は、昭和60年度の延長部の確認調査と発掘調査を行った。

まず、 ABl5区-19区にかけての確認調壺を行った結果、 AB18区付近までに弥生時代中期

末～後期初頭と縄文時代晩期の包含層が存在することが確認された。協議の結果、 AB15区～
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18区付近まで本調杏を延長して行うことになった。その結果、中近世の溝や古道や弥生時代の

土城等の遺構のほか土器・石器などが出土した。

さらに、 A9区、 AlO区-Y9区、 YlO区の取り付け道路部分については住居址付近である

ことから、協議の結果、調査を行うこととなった。その結果、近世の掘立柱建物跡や土城等の

ほかに弥生時代の住居址 (4号）や士壊が検出された。また、昭和60年度調査分のA-B4-

10区については、精査や下層の確認調査などを行って中ノ丸遺跡の発掘調究を完了した。

第 5節川ノ上遺跡の概要

1 調査の経緯

) IIノ上遺跡は、大浦町の南側のヤツデ状に延びた台地の最西端で南に延びる小台地上の先端

に位置する。地続きで東端に中ノ丸遺跡が位置している。この小台地上のほぽ中央に、供養塚

と称される塚が存在していた。

昭和59年度の分布調査では、この小台地の北側の畑地に遺物の散布がみられた。そして、こ

の供蓑塚の存在する小台地にも遺跡の可能性が想定されたが、この小台地は杉植林地のため確

認調査は不可能であった。建設省大隅工事事務所と鹿児島県教育委員会との協議の結果、杉植

林地は供養塚の発掘調査の時点で確認調査を行うこととし、畑地のみの確認調査を実施するこ

とになった。そして、この部分を含めて第 1地点とした。

建設省大隅工事事務所と鹿児島県教育委員会との協議の結果、昭和60年4月に確認調査を実

施し、その後昭和60年10月以降に供養塚とその周辺の確認調査を実施することになった。畑地

部分の確認調査の結果、基盤層の入戸火砕流堆積物層まで掘り下げたが、この畑地の部分には

遺跡は確認されなかった。

2 発掘調査の経過

供養塚の発掘調査とその周辺の確認調査は、昭和61年 9月16日から10月15日の間に実施した。

供養塚が主体となるため、供養塚を中心に N-48°-Eを主軸に10mXlOmのグリッド網を調

査対象区域に被せ設定した。東側から 1-4区と南側から A-D区として、各グリッドはA1 

区、 A4区 D1区、 D4区などと呼称することにした。

3 発掘調査の成果

発掘調査は、供養塚周辺の確認調査と供養塚の本調査を行った。

確認調査は、供養塚を中心に B-D2区方向と Cl-3区方向の十字に幅 2mのトレンチを

設定し、また、 D1区と D3区に 2mx5mの2本のトレンチを設定した。

確認調介の結果、基盤層の入戸火砕流堆積物層まで掘り下げたが、この小台地上には遺跡は

存在しなかった。

供養塚の発掘調査は、円墳に似た形状のため古墳の調査と同じ方法で実施した。供養塚の調

査のため周辺を伐採し精査した結果、この供養塚の南西方向の約20mの位置にさらに供養塚が
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発見された。墳丘は痕跡をとどめる程度であるが、石柱を備えたものであった。そのため、最

初のものを供養塚 1号とし、後に発見されたのものを 2号として調壺を開始した。

供投塚 l号は、直径は略南北 3.5m、略東西 4.3mを測り、一高さは約 1.5mの盛土円丘であ

る。盛土中には遺構・遺物は検出されなかったが、円丘頂に高さ85cm、幅27cmの石柱が立てら

れていた。石柱側面には墨書が確認されるが、肉眼での判読は不可能である。

供養塚 2号は、台地の南向きの傾斜地に石柱だけが立てられ塚状の盛土は残存していない。

第 6節 中原山野遺跡の概要

1 調査の経緯

中原山野遺跡は、郷之原台地の中央を通る県道郷之原～西原線の東側の平坦地に位罹し、前

畑遺跡に隣接している。

昭和59年度の分布調査では、ほぽ中央部の庭木生産畑地で遺物の散布がみられ、そのためこ

れを第 5地点とした。

建設省大隅工事事務所と鹿児島県教育委員会との協議の結果、昭和60年 4月確認調査を実施

した。確認調査は、遺物散布地部分は庭木生産畑地のために設定できず、その東側の畑地にト

レンチを 1本設定した。確認調査の結果、この部分は丁度谷状の凹地となっており、その黒色

の腐植土中に流堆積した状態で土器片が出土した。そして、この出土状態から、遺跡は、その

西側に想定された。

建設省大隅工事事務所と鹿児島県教育委員会との協議の結果、この第 4地点は、昭和62年度

に再度確認調壺を実施することとした。

2 発掘調査の経過

中原山野遺跡の再度の確認調査は、昭和62年 6月15日から 7月158の 1ヶ月間、前畑遺跡の

確認調査と並行して実施した。遺跡の想定をもとに、工事用センター杭No407とNo410を基準

に10mx10mのグリッド網を確認調査対象区に被せ実施した。そして、グリッドは、西端から

1 -10区と南から A-C区として、各グリッドはA1区、一AlO区， B 1区、―-B10区などと

呼称することにした。そのグリッドの束側に 2mx10mの確認調杏トレンチを 1グリッド毎に

設定した。しかし、 13区以東は未買収地のため、用地買収後さらに実施することとし一応確認

調企を終了した。

中原LIJ野遺跡の昭和62年度の発掘調査は、用地買収完了部分の確認調査と配水溝建設部分・

上水道埋設部分等の確認調壺及び発掘調介を実施した。発掘調査は、昭和62年 6月15日から昭

和63年 3月9Bに実施したが、工事の関係で前畑遺跡と並行して実施せざるを得なかった。本道

部分は、 用地買収完了部分の確認調査だけで本年度は調査は終了した。排水溝建設部分・上水

道埋設部分（通信ケーブル・電線ケーブルを含む）の調査は、まず確認調査後、続けて本調査

を実施した。
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3 発掘調査の成果

中原山野遺跡の本道部分の確認調在は、 A-B26区まで実施した。その結果、戦跡遺構及び

弥生時代遺物包含層、縄文時代（晩期・早期）遺物包含層が確認された。

A-Bl区から A-B4区までの戦跡遺構の本調査を実施したところ幹線にあたる誘導路が

検出された。約17m幅の両脇に排水溝を備え中央は荒平石の採石を敷いた大規模な道路が確認

された。両脇の排水溝内には戦時中の遺品が多量に出士している。なお B7区付近から以東に

ついては、農地整備や耕作のため削平されている。

弥生時代遺物笠含層は、 AB7区-AB14区にかけてみられる。そして、 AB10区で花弁状

の間仕切りを持つ竪穴住居址が検出された。直径 7mの円形住居址で内部からは遺物がかなり

出土している。住居址は一甚だけの発見であったが、以南の用地外に延びる可能性がある。

そのほか、 AB1区付近やそれ以南の上水道埋設部分から縄文時代早期の包含層が検出され

ている。中原山野遺跡ではこの早期包含層はこの区以東には確認されず、位置的には前畑遺跡

へ延びており前畑遺跡に包括されるかもしれない。

排水溝建設都分の確認調壺及び本調企の結果、 D1区-D26区にかけて戦跡遺構の道路や溝

やピットなどが検出された。さらに、 DS区-14区にかけては弥生時代（中期）の遺物包含層

と縄文時代（晩期）の遺物包含層を発掘調査した。

中原山野遺跡の層位では、特に弥生時代包含層の下部にみられる黄白色土層に注目される。

この層は、二次堆積の可能性が強いが、他の遺跡でも弥生時代包含層の下層に確認されるとこ

ろから一種の鍵層となることが考えられる。

第 7節前畑遺跡の概要

1 調査の経績

前畑遺跡は、郷之原台地の中央を通る県道西原～郷之原線の西側の平坦地に位置し、中原山

野遺跡には隣接している。

昭和59年度の分布調査では、県道から排水路までの遺物の散布がみられ、そのためこれを第

4地点とした。

建設省大隅工事事務所と鹿児島県教育委員会との協議の結果、昭和60年4月確認調査を実施

した。確認調究は、ほぼ中央の畑地にトレンチを 1本設定した。確認調査の結果、この部分で

アカホヤ火山灰の下層に縄文時代早期の包含層を確認した。遺物は密集しており遺跡の中心祁

と考えられた。

建設省大隅工事事務所と鹿児島県教育委員会との協議の結果、この第 5地点は、昭和62年度

に再度確認調査を実施することとした。

前畑遺跡の昭和62年度の発掘調査は、本道部分の確認調査と一部の本調査及び上水道埋設部

分等の確認調査及び本調査を実施した。発掘調査は、昭和62年6月19日から昭和63年3月 9日
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に実施したが、工事の関係で中原山野遺跡と並行して実施せざるを得なかった。本道部分は、

散布域のAB20区付近までの確認調査を終了した。 AB20区付近の確認調査の結果、 A820区

以西にも遺跡が拡張することが判明した。建設省大隅工事事務所と鹿児島県教育委員会との協

議の結果、 AB20区以西に確認調査を追加することになった。

2 発掘調査の経過

発掘調査は、昭和62年度と昭和63年度の 2年度にわたって実施した。

前畑遺跡の昭和62年度の発掘調査は、昭和62年 6月19日から昭和63年3月9Bの間に実施し

たが、工事の関係で中原山野遺跡と並行して実施せざるを得なかった。本道部分は、散布域の

A 820区付近までの確認調査を昭和62年6月19日から 7月15日の 1カ月間、中原山野遺跡の確

認調査と並行して実施した。遺跡の想定をもとに、工事用センター杭No415とNo420を基準に

lQm XlQmのグリッド網を確認調査対象区に被せ実施した。そして、グリッドは、東端から 1

-10区と南から A-C区として、各グリッドはAl区、一AlO区， B1区、―-B10区などと呼

称することにした。そのグリソドの東側に 2m XlOmの確認調査トレンチを 1グリッド毎に設

定した。

A 820区付近の確認調査の結果、 A820区以西にも遺跡が拡張することが判明した。建設省

大隅工事事務所と鹿児島県教育委員会との協議の結果、 A820区以西に確認調査を追加するこ

とになった。

3 発掘調査の成果

昭和62年度の発掘調査は、戦跡遺構と弥生時代の住居址・掘立柱建物跡等の集落の調査及び

縄文時代早期包含層の一部の調査である。

本発掘調査は、上層から順次行った。その結果、 A8 1区-AB20区にかけては、戦時中の

遺構・遺物が多量に出土した。 AB1区-ABlO区には、誘導路と付属施設が検出された。さ

らに、 A814区-AB20区には、飛行機を格納するための掩体壕が検出されている。

その下層には、近軋の溝状遺構と墓が検出されている。溝状遺構は、 AB7区-AB8区・

AB11区-AB12区・ AB17区-AB24区にかけて検出されたが用途は不明である。近世墓は

, A B12区-AB13区・ AB20区にかけて 7基発見されている。

弥生時代は、 AB16区-AB25区の間に遺物包含層・遺構が検出された。遺構は、竪穴住居

址 3基、掘立柱建物跡 8棟、円形周溝 1基、溝状遺構 3甚（但し、建物に付随するものが2基）

検出された。時期は、弥生時代中期末～後期初頭の山ノロ式土器に該当するものである。

件居址は、 B7区 (1号）、 BC19区 (2号）、 B20区 (3号）に所在し、いずれも方形の平

面プランを呈するものである。 1号及び 2号住居址は、焼失家屋であり炭化木が住居址内に多

量に出土している。

掘立柱建物跡は、二通りのタイプがみられる。一つのタイプは 1号-3号建物で、梁間が3

間のものである。 3号は現水路で破壊されているため全形は知り得ないが、 1号、 2号建物は、

梁間x桁行間が3間X4間である。 1号、 2号には、中央付近に炉跡状の変色部分が確認され、
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さらに北側に溝状の遺構が付設されている。なお、 1号建物には、棟持柱状の柱穴が梁間外側

に確認された。平地式建物の可能性が大きい。

二つ日のタイプは、梁間が 1間のものである。 4号建物は、 1間X1間のタイプである。 5

号建物は用地外に延びるが、 1間X2間の建物の可能性が強い。 6号-8号建物は、 1間X2 

間の同一タイプのものである。外側の 4本柱が主柱で掘り方が大きく深い。中柱は小さく浅い

ため添え柱の可能性が強い。高床倉胴跡の可能性が大きい。

円形周溝は、 C20区に 1基発見された。 2号建物と 3号建物に切られているため、この円形

周溝が一番古い段階の構築物であることがわかる。用途は不明である。

溝状遺構の 1号・ 2号は建物跡に付随するものである。建物跡に付随した溝は全国的にも珍

しく極めて貴重である。 3号溝は直角に曲がる形で検出されたが、削平されて全容は不明であ

る。

特に、竪穴住居址、平地式建物跡、円形周溝遺構、高床式建物跡の遺跡内での配置は、集落

構成を知るための貴重な資料となった。

縄文時代晩期の時期は、 AB1区-AB9区の間に確認された。この区間については、包含

層の掘り下げで終了した。遺構は検出されていない。

縄文時代早期の時期は、 AB1区-AB17区間に確認され一部を終了し、残りについては昭

和63年度に継続して実施することになった。早期の時期は、集石遺構等が確認されている。早

期該当の時期は、平桁式土器を中心に出土し、石坂式土器・塞ノ神式土器が若干含まれる。

昭和63年度の発掘調査は、 AB4区-AB5区の未調査（未買収）の部分の調査と ABll区

-A B14区の縄文時代早期包含層の掘り下げ作業を行う。さらに、建設省から 2rn幅の工事拡

張のための調査依頼があり、その部分を追加して調査を行う。

調査は、ほとんど縄文時代早期包含層の掘り下げ作業で集石遺構 8基に伴って大贔の遺物

が出土している。 AB9区-ABll区付近が微高地状に高くなり、その微高地は南の用地外に

拡がる。特に縄文時代早期の遺物の中心は、 AB9区-AB13区付近で用地外は南側に拡がる

ことが予想される。

集石遺構は、この微高地の北側の端部に配置されている。調査範囲内で 8基の検出であり、

用地外を含めると相当な存在が予想される。

微高地上の集石遺構に囲まれた中央に広場状の空間が存在するが、住居址等の遺構は存在し

ない。

なお、 C3区の拡張区の縄文時代早期包含層中から、敲打仕上げの特殊な石斧が出土じ注目

されている。
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第 N 章今後の処置

第 1節 遺跡周辺の処置と対応

大浦・郷之原地区の一般国道 22 0号鹿屋バイパス建設に伴う発掘調査は、昭和60年 4月22

日からの確認調壺に始まり、昭和60年10月7日から昭和63年9月2日までの本発掘調査で一応

終了した。その結果、調壺区域内では多くの成果を得ることができた。

今回の発掘調査対象地域については完全な記録保存に努めたが、今後、遺跡周辺の処骰と対

応について課題が残っている。つまり、今回の発掘調査は建設省大隅工事事務所と胞児島県教

育委員会文化課との協議の結果、道路建設工事を施行する部分についてのみ調壺を行い、道路

建設部分の中心線から北側に予定される緑地帯部分については発掘調査は実施しないこと

になった。この未調査の緑地帯部分の今後の取扱いと、さらに今回の調査で確認された遺跡の

南北の用地外についての対応が、今後璽要な課題となる。

各遺跡ごとに今後の処置と対応について整理すると次のようになる。

榎田下遺跡とその周辺

榎田下遺跡は、緑地帯についてはすでに現道によって大部分が削平されており、また、橋梁

の取付け部の建設のため一部は発掘調査を実施し完了している。しかし、南側の用地外につい
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這 M13r,区I'区］•.... ~ 
榎田下遺跡の発掘調査区域と遺跡の延長部分

ては、遺跡の中心部分が残存している可能性が強い。特に台地の先端部は微高地上に高くなり

縄文時代の遺跡の立地には適している。

2 中ノ原遺跡とその周辺遺跡

特に、中ノ原遺跡については第II章で記したように、その資料は、大正～昭和初期にかけて

の日本の考古学会の研究に大いに貢献している。今回の発掘調介によって道路建設地内におけ

る遺跡の範囲はほぼ明らかになった。今回の発掘調究は、橋梁取付け付近がジャンクションと

なり緑地帯の設置とも関係して変則的な形となった。農地整備等で上層は攪乱を受けているも

のの遺跡の存在は明らかであり、 B29区までの北側の緑地帯設置部分については未調査である。

今後、道路工事等に変更が生じた場合は、協議の上、埋蔵文化財の保存処置を行わなければな

らない。 中ノ原遺跡の周辺については今回の調査中に分布調査を行った結果、遺物の散布地

は提ホした第38図のようにかなり広い範囲に分布している。さらに、大正 8年の最初に発掘さ

れ、それ以降度々文献上等に登場していた「中ノ原（中原）」の地点も判明した。つまり、並

松遺跡とコラケバッケ遺跡、京都大学発掘調査地点の中ノ原遺跡、そして今回発掘調査を行っ

第38図
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た一般国道 22 Q号鹿屋バイパス路線内の中ノ原遺跡の全てが一連の遺跡として括ることが可

能である。この散布地を含めた中ノ原遺跡の周辺については、今後、保存処置を講じなければ

ならない。

3
 

中ノ丸遺跡とその周辺

中ノ丸遺跡は、 この台地の東南部隅に拡がる弥生時代中期末～後期初頭の集落遺跡と近世の

特殊な遺構を備えた遺跡が童複して拡がっている。中ノ丸遺跡の緑地帯部分には、東南部に拡

がる弥生時代の集落の拡大が考えられるが、近世については確認調究で北東部の緑地帯を中心

に近世墓が確認されており、性格の変った近世遺構群が発見される可能性がある。今回の調査

の結果、中ノ丸遺跡の周辺については、北側は近世遺構が中心に拡がり南側は弥生時代の遺構

が拡がる可能性がある。

@ 

＼ 

rl!~ 中ノ丸遺跡の発掘調査区域と緑地帯（未発掘) ; の延長部分

tt ,Om 

t:: --"―二二J

第39図

4
 

川ノ上遺跡とその周辺

川ノ上遺跡については、調査区域内での散布地には遺跡は存在しないことが判明し、供養塚

については記録保存が終了した。ここは路面が下がるため緑地帯部分も調査対象となり調奇は

すでに終了した。今回調杏を実施した路線部分の北側に拡がる広い台地が散布地であり、本来

の川ノ上遺跡にあたる。散布地の実態の把握と保存処僅を講ずる必要がある。

中原山野遺跡とその周辺

中原山野遺跡は、戦時中の遺構から弥生時代、縄文時代（晩期・早期）にかけての遺構・遺

5
 

物が複合して出士している。戦時中の遺構は、誘導路や掩体壕など中原山野遺跡だけではなく

前畑遺跡も含めた郷之原台地上の全体に配置されていたものの一部である。この誘導路や掩体

壕は、当然、緑地帯や今回の調在区の北側や南側の周辺部にも存在している。これらの遺構へ

の対応の仕方が、今後の課題といえる。
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第40図 中原山野遺跡の発掘調査区域と緑地帯（未発掘）と遺跡の延長部分

弥生時代の包含層は、 B10区付近を北辺とし南側に拡がっている。 AlO区の取付道路付近に

竪穴住居址 1基が確認されており、遺構も調査区の南側周辺部に確認される可能性が強い。縄

文時代晩期については、 D8区-D14区に確認され北側に拡がる可能性が強い。縄文時代早期

については、 AB1区-AB2区付近に確認され、南側へ拡がっている。しかも前畑遺跡寄り

であり、中原山野遺跡の早期は基本的には前畑遺跡に包括される可能性が強い。

6 前畑遺跡とその周辺

前畑遺跡は、戦時中の遺構、近枇墓等の近泄遺構、弥生時代の集落遺構、縄文時代の晩期包

含層、縄文時代早期の遺構と包含層など多時期に亘る複合遺跡である。 B17区付近で掩体壕の

中心部を確認し、途中では誘導路を検出した。本県では戦跡遺構の発掘調査の記録はなく、周

辺部を含め、この時期への対応が今後課題となろう。弥生時代の遺構は中期末から後期初頭の

限定された短期間の集落の中心部を調査したことになる。当然、集落遺構の拡がりは、緑地帯

を含め北側と南側の周辺部へと拡大している。今回の調査は、幅12m余りの狭い範囲での成果で

あり、弥生時代集落の実態を知るためには、緑地帯を含め南北の用地外の対応が必要となる。

縄文時代の早期は、 AlO区の取付道路部分を中心に多量の遺物や集石遺構が検出されている。北

側の緑地帯付近は凹地に向かって北限を示しており、南側の周辺地域に拡大するようである。

第41図 前畑遺跡の発掘調査区域と緑地帯（未発掘）と遺跡の延長部分
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第 2節 記録資料・出土遺物の処置

一般国道 22 0号鹿屋バイパス建設に伴う大浦 ・郷之原地区の今回の 6遺跡の発掘調査では、

各時代の各時期に亘って貴重な遺構が検出されそれに伴って膨大な遺物が出土し、多くの成果

を得ることができた。遺構については、全て実測と写真記録に よって記録保存の処置を講じた。

発掘調査現場で作成した実測図については、通し番号で登録し保管している。出土遺物につ

いては、整理作業において登録 ・接合 ・復元作業後、実測・写真等の資料化を行い整理保管し、

必要に応じて展示公開できる準備を行っている。記録写真は、遺構写真や現場写真は白黒フィ

ルム (6X 7 cm・35mm)とスライドフィルム (35mm)によって保存している。また、出土遺

物についても整理作業中に撮影を行ない保管している。

これらの全ての発掘調査資料は、活用できるよう鹿児島県教育委員会で整理し、収蔵保管し

ている。

写 1 報告書作成の整理作業

、h J
 ..
 

i
i
 

写 2 出土遺物の復元作業
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第 v章発掘調査の理解と啓発

第 1節現場研修と説明会

1 調査員と作業員との連携・ 『うらのごはい』の発行

般国道 22 0号鹿屋バイパス建設に伴なう大浦 ・郷之原地区の発掘調査は、確認調査の結

果、長期の調査が予想された。そこで作業の円滑化をはかるため、調査員と作業員間の作業上

の連携に重点をおいて発掘調査を進めて

きた。そのため、いろいろな角度から検

討して、調資を進めることにした。発掘

調査に従事する作業員は、その地区の農

家の人々がほとんどで比較的に高齢者が

多い。そのため発掘調査中の事故が最も

懸念された。ベルト ・コンベァーやスコ

ップなど危険な機械や道具も多く、また

深掘りのトレンチなど危険な場所も多い。

その解決策として、仕事前の朝礼で 1 写3 発掘調査前のラジオ体操

日の仕事の計画を周知徹底させることやラジオ体操の励行など比較的簡単なことから毎日規則

正しく実行した。

発掘調査にあたっては、調査員にとっては何気なく進めていることでも作業員にとっては、

理解しがたいことも多い。作業を理解して円滑に進めるために行ったのが『うらごのはいjの

ワープロ打ちのコピー機関紙の刊行である。『うらごのはいJとは、大浦 ・郷之原地区の呼称

で、押きが良くこれを機関紙の表題に付けた。初年度の昭和60年度は、毎月 1回のペースで連

続して発行することができた。「うらごのはい」 1号を返り見ると次のようになっている 。表

紙は、「発掘調査のすすめ方」を主体に漫画と文章で解説した。 2頁目は、作業員の作文で

「発掘調査に参加して」。見学者の「ポスト」覧。「今日のおやつ」では、この地方に伝わる

「だっきしょどうふ」の作り方の聴き書き。「質問箱」には竪穴住居址の解説。「考古学ひとく

ちメモ」は、遺跡 ・遺構 ・遺物の説明。「鹿屋の考古資料」は、鹿屋市立南小学校の土師器の

実測図と説明。「発掘調査にいたるまで」は、分布調査から今回の本調査への経過説明。「中ノ

原遺跡の調査区のみかた」では、グリッド図とその見方。「中ノ原遺跡 研究史 l」では、昭

和15年刊の「鹿屋郷土誌」の中ノ原遺跡の項。裏表紙は、「伝言板」「作業日程」「調査の組織」

「作業員班構成」「来跡者」「あとがき」などである。特に、 2号以降、編集においては各コー

ナーは継続することに留意した。なお、各号の頁は、 1号は 6頁、 2号は 8頁、 3号は 8頁、

4号は 4頁、 5号は 4頁となっている。
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『うらごのはい』 1号~5号の索引目次

~ ページ

発掘調査のすすめ方・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

出上遺物の取り上げ方・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 

住居跡の掘り方・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15 

発掘調査に参加して

(1) 
清水良雄・・・................................. 2 

口 ページ

追憶の夢 松園政夫 2
魚、売りと玉：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：井出渉 11

竪穴住居跡・................................ 3 

石 皿・・・・・・・・・・・・・.......................... 9 

集石・・・・・・・・・................................. 17 

(2) 

悶；二：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：
: I考古学ひとくちメモ I

新地サダ子・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

牧迫フミエ 六十五オの剛健………

(3) 

8 遺跡・遺構・遺物とは?............... 3 

8 考古学からみた時代の分け方… 10-11 

遺跡の地層のみかた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18 

） ii井田チエ子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16 

牧迫フミエ 今日の一日・•…... ・・・・・・・ 16 

倉狩米子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16 

内田マツ子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16~17 
岡元キミエ・................................ 17 

(4) 
永吉キヨ子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26 

的場キ ミ十・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26 
新地辰夫.................................... 26 

牧迫フミエ ー月二十一日・•…... …・ 26 

(5) 
西ノ原混u,................................ 27 

西ノ原ムツ子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 27 

牧迫フミエ ニ月三日…•• •……...... 27 

牧追ミ ル・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 27~28 
新地美代子遺物へのささやき 28~29 

I発掘調査を見学して 1

西原小学校 六年一組………... 23-25 

三園久美子 坂本明美

四元公美 入佐美由紀

向園さくら 迫間博美

前田昭弘 ―．宮久子

長坂利絵 大平摩樹

姫木貴明 池田陽子

上東隆志

I鹿屋の考古資料 I

特殊な土師器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 3 

市来式上器・市来式土器とは？・・・・・・ 13 

上原ノ上の採集資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 21 

I中ノ原遺跡研究史 I

No. l・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5 

No.2・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 

No .3・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20 

並松出土の磨製石斧………………... 9 

三
うらごのはい地名考 (1) …• • ….... 19 

□三三］
ダッキショドウフ………岩元フミ子 2 

ケセンダゴ..………….... 岡元キミエ 14 

ソマモッ・・・・・・・・・・・・・・・・..西ノ原ムツ子 22 

発掘調査1こしヽたるまで............................................................... 4 

口 中ノ原遺跡の調査区のみかた・・・................................................... 4 

発掘調査指導........................................................................... 20 

昭相60年度発掘調査を終えて 中ノ原遺跡でわかったこと…………... 29 

中ノ九遺跡でわかったこと・・・・・…….... 30 
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なお、作業貝の「発掘調査に参加して」は、作文の機会の少ない農家の人々にとっては難題

ではあったが、完成した喜びはひとしおで作業にも興味が湧くという素晴らしい結果が得られ

た。さらに、昭和60年度の 1号から 5号までは、発掘調査作業参加者で金を出しあって合併号

として印刷製本された。

2 地区公民館での遺跡説明会

発掘調査は、作業員の理解はもとより作業員の家族や地域住民の人々の理解が必要とされて

いる。また、遺構の検出が進むと住民の方々の見学も多くなり、さらに、勤務が解けた 5時以

降の見学者が多いため、夜、地区公民館において遺跡説明会を催した。一般国道 22 0号鹿屋

バイパス建設に伴なう大浦・郷之原地区の発掘調査では、大浦地区公民館（昭和61年3月6日）

と郷之原地区公民館（昭和62年 7月16日）を借用して 2回の説明会を行った。そのほか地区婦

人会においても年 1回毎の研修会で説明会を行った。説明会の内容は、まず遺跡の説明を行な

い、スライドで発掘調査の状況を紹介し、代表的な出土遺物を展示説明するという形をとった。

3 遺跡を利用しての研修会

長期の発掘調査現場ということで多くの見学者があり、また、各研修会の巡検や野外実習の

コースに取り入れられている。

昭和60年11月27日

昭和61年 1月13日

1月30日

2月18日

6月11日

6月23日

9月19日

10月25日

昭和62年 1月17日

2月11日

6月29日

7月 8日

7月29日

始良郡吉松町教育委員会 (6名）

鹿屋市立西原小学校 6年 1紺（約40名）

鹿屋市花岡公民館研修（約25名）

肝属地区文化財審議会等研修会現地研修（約50名）

曾於・肝属地区文化担当者会現地研修（約50名）

京都大学東南アジア研究センター (7名）

国分市尚齢者学級遺跡見学（約40名）

鹿児島県高校歴史部会研修会（約60名）

鹿屋カルチャーロビー現地研修（約15名）

出水郡長島町文化財保護審議会現地研修 (7名）

鹿座市立鹿屋中学校郷土クラブ現地研修 (20名）

肝属地区文化財保護審議会等研修会現地研修（約50名）

鹿屋市公民館講座現地研修（約20名）
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第 2節 「親子遺跡めぐり」と「かごしまの古代探訪」

1 昭和61年度「親子遺跡めぐり」

鹿児島県教育委貝会では、昭和61年度、中ノ原遺跡において遺跡周知事業「親子遺跡めぐり」

を開催した。

「親子遺跡めぐり」の趣旨は、「県教育委員会は県下各地で埋蔵文化財の調壺を行っていま

す。そこで、県民の皆さんにも体験学習をとおして、埋蔵文化財の理解と認識を深めてもらう

ため、昭和61年度から一般県民が、親子で遺跡発掘の体験や遺跡の現地見学の機会を得られる

よう「親子遺跡めぐり」を実施します。」としている。

昭和61年度は、鹿児島地区（鹿児島市・吉田町・桜島町）と始良地区（国分市・加治木町・

隼人町・蒲生町・霧島町・福山町・溝辺町・始良町）が対象地区で原則として親子 2人1組の

定員 100名の参加者である。

実施日は昭和62年 5月25日（日）で、中ノ原遺跡において午前中と午後各 1時間づつ発掘調

企の実践活動が実施された。中ノ原遺跡の出士遺物の説明は、昼食時間の合間に即席の野外展

示場で職員によって行われた。午後の発掘調査体験学習が終わると鹿屋市王子資料館の展示を

見学して帰路についた。

2 昭和62年度・昭和63年度「かごしまの古代探訪J

昭和62年度と昭和63年度は、昭和61年度事業を若干変更して、「かごしまの古代探訪」とし

て、発掘調査実践活動の他、発掘調査出土品の整理作業（鹿児島県教育庁文化課埋蔵文化財収

蔵庫）の見学を取り人れている。

「かごしまの古代探訪」の目的は、「県内の児童• 生徒及びその保護者が、発掘作業を自ら

実践する体験学習や埋蔵文化財収蔵庫での遺物整理作業見学等を通じて、埋蔵文化財の保護に

対する理解と認識を深めるとともに、古代との対話体験に基づくイメージ画の創作等により、

郷土に対する理解を深める。また、イメージ画を活用して文化財保護強調週間ポスターを作成

し、広く県民への文化財愛護思想の普及を図る。」としている。

昭和62年度は、 7月26日（日）に前畑遺跡で実施した。鹿児島地区と日置地区から親子 100

名が参加している。

昭和63年度は、 6月12日（日）に同じく前畑遺跡で実施した。鹿児島地区、日置地区、姶良

地区及び肝属地区・曽於地区から120名の親子が参加している。

-80-



写4 研修会等の現地研修
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1 肝属地区文化財保護審議員研修会

(S . 61. 2. 18) 

3 国分市高齢者学級の遺跡見学

(S 61. 9. 19) 

1 発見された住居址の説明を聴く参加者

2 プレハブの展示室での出土遺物見学
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4 西原小学校 6年 1組の遺跡見学

(S 61. 1. 13) 

写 5 「親子遺跡めぐり」 (1)中ノ原遺跡にて (61.5. 15) 

2 発掘調査の実践活動
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写 6 「親子遺跡めぐり」 (2)中ノ原遺跡にて (61.5. 15) 

3 発掘調査実践前の説明 4 発掘調査の実践活動

5 マスコミにインタビューを受ける参加者 6 遺跡内での昼食

7 青空展示場の出土遺物見学の子供たち 8 調査員の説明を熱心に聴く子供たち
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写 7 確認調査

中ノ原遺跡遠景 2 第 3地点 1Tの試掘風景

3 第 2地点 3Tの集石遺跡 4 第 2地点 2T検出の近世墓

5 第 6地点の試掘風景 6 第 5地点 1Tの試掘風景
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写 8 周辺遺跡の採集遺物(1)
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写 9 周辺遺跡の採集遺物(2)
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あ と が き

一般国道220,}鹿屋バイパス建設に伴なう大浦・郷之除地区の発掘調査は足掛け四ヵ年に

わたり、ようやく調査報告書を刊行する段階を迎えた。そして、今回、前半の昭和60年度及び

陀和61年度に謁査を手掛けた「榎田ド遺跡」「中ノ原遺跡（縄文時代）」「中ノ丸遺跡」「川ノ上遺

跡」の凋査報告書を刊行することかでぎた。平成）［年度は、後半の昭和62年度及び昭和63年度

に調査を手掛けた「中ノ原遺跡（弥生時代以降）」「前畑遺跡」「中原山野遺跡」の整理作業と報

告書作成の予定である。

大浦・郷之原地区の台地に展開するこれら 6遺跡の発掘謁査は、古代史研究上、多くの成果

を提供してくれた。時代としては、縄文時代から戦跡遺構の現代にわたる多時期に及ぶ豊富な

資料である。

縄文時代早期では、中ノ原遺跡の貝殻文系円筒土器の出土や前畑遺跡の集石遺構群の検出と

それに伴なう多量の乎桁式土監を中心とする遺物の出土である。特にこれまで本県では比較的

希薄であった平桁式期の成果は、縄文土料研究に大きな成果を与えることが期待される。前期

では、中ノ原遺跡及び榎田下遺跡の岨石遺構と縄文土器群である。後期では、中ノ原遺跡と榎

田下遺跡の多種の縄文士器群の発見である。なかでも大正時代からの研究史をもつ中ノ原遺跡

は、移入上謡と在地t器の関係や特殊な器台などの出土に注目すべきものがあった。晩期では、

中ノ原遺跡で堅穴住居址の発見があった。特に本県ではこの期の遺構の発見は少なく、貴重な

資料となろう。弥生時代はまた多くの成果が得られた。中ノ原遺跡や中ノ丸遺跡や中原山野遺

跡では、各形態の竪穴住居址や多量の遺物が得られた。その極め付けは、前畑遺跡の弥生時代

の出落跡の発見である。 3基の翌穴住居址と 3棟の平地式建物跡及び 5棟以上の高床倉庫跡の

検出は、弥生集落の社会構成を知る重要な成果となろう。また、掩体壕や誘導路などの戦跡遺

構の発掘調査は、鹿屋の歴史卜の記録として見逃してはならない資料でもある。

発掘調査中は、！古代史探訪』をはじめ各機関の研修会も実施された。また地域住民の多く

の見学、さらには現地説明会や公民館での遺跡説明会なども実施して、埋蔵文化財への理解と

啓発にも努めたつもりである。なお、遺跡だより「うらごのはい」の発行は、発掘調査を円滑

：こ進めたと共に参加者の大きな記念となった。

最後に、発掘調査や整理作業において、地元の鹿屋市教育委員会や大浦町及び郷之原町の地

域の方々の様々な便宜や協力を頂いた。記して感謝の意を表したい。

【昭和60-61年度の発掘謁査】

確認調査・棧田ト―遺跡・中ノ原遺跡・中ノ丸遺跡・川ノ上遺跡の発掘調査

連絡・調整者 大浦町振興会々長牧迫正夫（昭和60年度） 新地宏（昭和61年度）

発掘調査作業員

［大浦地区〕 立元消志・立厄操• 西ノ原一則• 本白水重成・内田禾ljJllj.清水良雄・新地辰
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夫 ・西門功 ・葎迫幸雄 ・村上政義 ・岩元ハッェ ・岩元フミ子 ・岩元フジェ ・内田ツル子 ・内

田マツ子 ・ 岡元キミエ ・ 岡元ミエ子 • 岡元ミツ ・尾迫サッ子 ・尾迫サヨ子 ・大須イネ ・川井

田チエ子 ・ 倉狩米＋ ・ 蔵ヶ崎ミエ子 • 新地サダ十 • 新地スエ子 ・新地フキ＋ ・新地ハッェ ・

新地美代子 ・立元和子 ・永吉キヨ子 ・中村陽子 ・西門エミ子 ・西門ヒサ子 ・西ノ原ムツ＋ ・

西ノ原のり子 ・牧迫フ ミエ ・牧迫ミル ・的場キ ミーf・的場春子 ・ 神迫フミエ • 本白水フジェ

【昭和62~63年度の発掘調査】

前畑遺跡 ・中原山野迫跡の発掘

連絡 ・調整者 郷之原町振興会々長 郷原益雄（昭和62~63年度）

発掘調査作業員

〔郷之原地区〕 奥村丈夫 ・ 東正春 • 森山芳夫 • 森山幸男 • 森山幸雄・山n益夫 ・郷原恒男

• 吉元盛幸 ・奥村タエ千 ・奥村和子 ・奥村ハギエ ・郷原キヨ＋ ・郷原多美ーf・郷原キヨ ・郷

原マス子 ・郷原カズ子 ・郷原カズ子 ・郷原フミエ ・郷原ナル ・郷原サチ子 ・郷原ハル ・郷原

ー・郷原フミ ・郷原ハッェ ・郷原ノプ子 ・郷原ヨシエ ・郷原ヨシミ ・郷原陸子 ・郷原スギ

・ 郷原フミ子 ・ 郷原ヨ シミ • 前ノ原康江 • 前ノ原キクエ • 前ノ原千代了..前ノ原ユリエ • 森

山サエ＋ • 森山キヨ • 森山マサエ • 吉元キクエ ・ 吉元順子 ・ 吉元美代子 ・ 吉元マツ子 ・ 山口

タミエ ・東トヨ子 ・東キヌ子 ・原田ユキミ 〔大浦地区〕 川井田狩栄＋ • 新地美代子 ・大

須イネ ・ 西門サキ子 ・ 蔵ヶ崎美江子 ・ 西門エミ＋ • 西門ナミエ ・的場フ ジ子 ・的場春子 ・的

場喜美子 ・ 西ノ原ムツ子 ・ 尾迫サッ子 ・ 尾迫サヨ子 • 岡元ミス＋・内田カズ子

【昭和61~63年度の整理作業】

報告書作成鹿児島県教育庁文化課埋蔵文化財収蔵庫整理作業『

前之園俊子 ・中原己美子 ・脇田美津江 ・臼井綾＋ ・岩坪千枝子 ・有留瑛美 ・野口久子 ・永野

香代子 ・ 木田安枝 • 岡村典子 ・ 川畑恵子 • 四丸久美子 ・浜田幸江 ・山下治チ ・束しづ千

中ノ原遺跡の発掘調査参加者 （昭和61年12月）
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